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要  旨  
 

⽇ 本 の プ ロ サ ッ カ ー リ ー グ で あ る J リ ー グ に お け る 観 客 動 員 数 の 決 定 要 因 を 解 明 す る 。
特 に 、 J リ ー グ 創 設 時 か ら の 特 徴 と も い え る 地 域 貢 献 活 動 を 考 慮 し 、 地 域 密 着 と い う 多 ⾯
的 な 概 念 が 観 客 数 に 与 え る 影 響 に 焦 点 を 当 て る 。 主 に J リ ー グ 創 設 ２ 年 ⽬ の 1994 年 シ ー
ズ ン 開 幕 試 合 か ら 2024 年 シ ー ズ ン ま で の 観 客 数 の 対 数 値 を 被 説 明 変 数 に 置 き 、 最 ⼩ ⼆ 乗
法 に よ る 重 回 帰 分 析 を ⾏ う 。  

 ベ ン チ マ ー ク モ デ ル と し て リ ー グ レ ベ ル や 新 ス タ ジ ア ム 、 ス タ ジ ア ム 間 距 離 な ど の チ
ー ム 属 性 要 因 、MVP 選 ⼿ や 代 表 選 ⼿ と い っ た 選 ⼿ 要 因 、天 候 や 時 間 な ど の 試 合 に 関 す る そ
の 他 の 要 因 の 3 つ を 設 定 し 、 分 析 を ⾏ っ た 。 ま た 、 地 域 に つ い て の 分 析 で は ス タ ジ ア ム へ
の ア ク セ ス や 、 放 送 メ デ ィ ア な ど を 表 す 地 理 的 ・ 構 造 的 な 地 域 要 因 と サ ー ベ イ を ⽤ い た ク
ラ ブ の ホ ー ム タ ウ ン 活 動 の 実 施 状 況 お よ び そ の 活 動 に 対 す る フ ァ ン の 評 価 に つ い て 定 量 的
に 分 析 し た 。  

 ベ ン チ マ ー ク モ デ ル に お い て は 、 コ ン ト ロ ー ル 変 数 以 外 の す べ て の 要 因 が 観 客 動 員 数
に 影 響 を 与 え る こ と が 分 か っ た 。 地 域 に 関 す る 分 析 で は ロ ー カ ル テ レ ビ を 中 ⼼ に 放 送 メ デ
ィ ア が 観 客 数 に 正 の 影 響 を 与 え る こ と が 分 か っ た 。 ま た 、 ホ ー ム タ ウ ン 活 動 回 数 よ り も 、
活 動 に 対 す る フ ァ ン の 評 価 の ⽅ が 観 客 数 に 正 の 影 響 を 与 え 、 こ の フ ァ ン 評 価 の 影 響 は 交 差
項 に よ っ て 下 位 リ ー グ （ J2、 J3） の ⽅ が ⼤ き い こ と も 分 か っ た 。 以 上 の 結 果 か ら J リ ー グ
が 30 年 間 取 り 組 ん で き た 地 域 密 着 活 動 の 取 り 組 み が 有 効 で あ っ た こ と が ⽰ さ れ た 。  
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1．はじめに 

 ⽇ 本 の ス ポ ー ツ 市場は 、株式会社⽇ 本政策投資銀⾏産業調査部(2024)に よ る と 、GDP
換算で 9.5 兆円、GDP ⽐で 1.7%に相当 し 、過去 10 年 で増勢を⾒せて い る (図表 1 参
照)。 ⽇ 本経済に と っ て ス ポ ー ツ ビ ジネス を育む取 り 組 み は 、今後ま す ま す 重 要 性 を増す
だろう 。  

 で は 、 ⽇ 本 に お け る 主 要 な プ ロ ス ポ ー ツ は何か 。 ス ポ ー ツ庁(2024)に よ る と 、 2023 年
に お け る ス ポ ー ツ の 観 客 動 員 数 (以 下 、 観 客 数 )1 位 は 野球(NPB)の 2500 万⼈、 2 位 は サ
ッ カ ー (J リ ー グ )の 1010 万⼈、 3 位 はバスケッ ト (B リ ー グ )の 420 万⼈と な っ て い る 。
NPB が約 90 年 前 の 1936 年 に 設⽴さ れ た の に 対 し 、 J リ ー グ は 30 年ほど 前 の 1993 年 設
⽴で あ る に も 関わらず、 ⽇ 本 の ス ポ ー ツ 市場で ⼤ き な シェア を獲得し て い る 。  

 本稿が 分 析 対象と す る J リ ー グ は 、 ⽇ 本 で初と な る全国的 な プ ロ サ ッ カ ー リ ー グ で あ
る 。 前⾝の ⽇ 本 サ ッ カ ー リ ー グ か ら初代 チェア マ ン の川淵三郎の 下 で 1991 年 に プ ロ リ ー
グ が 創 設 さ れ た 。 創 設 以降、 ク ラ ブ 数 や リ ー グ 数 を増や し な が ら発展し て き て い る (図表
2 参照)。公益社団法⼈⽇ 本 プ ロ サ ッ カ ー リ ー グ経営基盤本部ク ラ ブ ラ イ セ ン ス事務局
(2025)に よ る と 、 J リ ー グ の全 60 チ ー ム (ク ラ ブ と呼ばれ 、現在は 最 上 位 の J1 か ら J3 の
3 つ の リ ー グ が存在し 、各リ ー グ 20 ク ラ ブ で 構成さ れ る )の昨年度に お け る売上 合計は
1,725 億円で あ り 、内訳上 位 3 項 ⽬ の ス ポ ン サ ー収⼊(774 億円、 45％)、⼊場料収⼊(238
億円、 14％)、物販収⼊(144 億、8％)で売上げ全体の 67％を占める 。⼊場料収⼊は 観 客
数 に よ っ て 決 ま る が 、 ス ポ ン サ ー収⼊も物販収⼊も 観 客 数 に連動 す る ため、 観 客 数 を増や
す こ と は 、 ク ラ ブ の経済⼒、ひい て は プ ロ サ ッ カ ー リ ー グ と し て の J リ ー グ の経済⼒を⾼
める 上 で⾮常に 重 要 で あ る 。  

 本稿の ⽬ 的 は 、 J リ ー グ に お け る 観 客 数 の 決 定 要 因 を 解 明 す る こ と で あ る 。 とくに  、 J
リ ー グ が 設⽴当初か ら 取 り 組 ん で き た各チ ー ム の ホ ー ム タ ウ ン 活 動 (以 下 、HT 活 動 )の 効
果 を 明 ら か に す る こ と が 最終的 な ⽬ 的 で あ る 。 2024 年 シ ー ズ ン の J リ ー グ は 、 前 年⽐で
14.4%の伸び を 実現し 、 最 多 観 客 数 を更新 し た 。 こ の 要 因 と し て J リ ー グ (2024)は「 J1 が
20 ク ラ ブ と な っ た こ と で全体を押し 上げて い る こ と 、近年 の ロ ー カ ル露出強化に よ り 地
域 の 関 ⼼ が⾼ま っ た 状態で各ク ラ ブ が集客注⼒試 合 を 設 定 し た こ と 、国⽴競技場開催試 合
を戦略的 に増や し て い る こ と 、 新 ス タ ジ ア ム 効 果 な ど 、複合 的 な 要 因 で J1 だけ で は なく
J2 や J3 で も⼊場者数 が伸⻑し て い る」と発表 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 観 客 数 は単⼀な
要 因 で なく複合 的 な 要 因 に よ っ て 決 ま る こ と が ⽰唆さ れ る 。  

 J リ ー グ の 観 客 数推移(図表 3)を⾒る と 、 2020 年 シ ー ズ ン か ら 2022 年 シ ー ズ ン の コ ロ
ナ禍を除き 、堅調に 観 客 数 が増加 し て い る 。国際オリ ンピッ ク委員会(2020)に よ る と 、 J
リ ー グ は コ ロナ禍初年 の 2020 年 に お い て 、 J1 優勝賞⾦を 3 億か ら 1.5 億に減額し た り 、
観 客 数 を制限し て無観 客 試 合 を 開催し た り と 、 2023 年 シ ー ズ ン 開始前 に コ ロナ対策を終
了させる ま で 、 対策を万全に ⾏ っ た 代償と し て 、 ⼤ きく観 客 数 を減ら す こ と と な っ た の で
あ る 。 し か し コ ロナ後の現在、 観 客 数 を 回復させ、 最 多 観 客 数 を更新 す る に⾄っ て い る 。  
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 で は 、 こ の ま ま J リ ー グ の 観 客 数 は堅調に増加 す る のだろう か 。 こ れ を占う 上 で 、 こ れ
ま で の増加 の 決 定 要 因 を探求す る こ と が 有 ⽤ で あろう 。図表 4 を⾒る と 、 J リ ー グ誕⽣か
ら J1 と J2 の ク ラ ブ別平均観 客 数 は 概ね⼀定 で あ り 、 2024 年 の伸び は J1 リ ー グ の ク ラ ブ
数増加 に拠る と ころが ⼤ き い 。 つ ま り 、 マ ク ロ 的 に (＝リ ー グ全体で )み れば規模が拡⼤ し
て い る も の の 、ミク ロ 的 に (＝ク ラ ブ レ ベ ル の平均値 で )み る と魅⼒を⾼めて集客⼒を⾼め
ら れ て い るわけ で は な い 。更に 、図表 4 か ら は J1、 J2、 J3 の各リ ー グ の平均観 客 数 に は
⼤ き な乖離 が読み 取 れ 、 J1 ⼀強の様相が う か が え る 。 ま た 、Soccer D.B.  (2024)に よ る と
J1 の 中 で も 、例えば 2024 年 シ ー ズ ン の浦和レ ッ ズ の 観 客 数 （ 3.8 万⼈） と柏レ イソル ・
湘南ベ ル マ ー レ ・ サガン⿃栖・ ア ビ スパ福岡の そ れ （ 1 万⼈前後） を⽐較す る と 、 お よ そ
3 倍の 差 が⽣じて い る 。  

 こ う し た「リ ー グ 間格差」と「リ ー グ内格差」は 、 J リ ー グ全体の 観 客 数 を増や す 上 で
避け て は通れ な い ⼤ き な課題で あ る 。 こ れ ら格差 の 要 因 を把握し 、問題解 決 に 効 果 的 な 施
策を検討す る必要 が あ る 。  

 こ の問題を 考 え て いく上 で 、 プ ロ 野球と の 差別化を意識し たＪリ ー グ 設⽴当初か ら の 理
念 で あ る 、各チ ー ム の 地 域 密 着 (例：地 域 交流の推進 )を 重視す る 取 り 組 み の 効 果 を検証し
た い 。 J リ ー グ (2025a)に よ る と 設⽴趣旨に は「競技場を はじめと す る ホ ー ム タ ウ ン環境
の整備・ 地 域 に深く根ざす ホ ー ム タ ウ ン制を基本 と し 、各地 域 に お い て 地元住⺠が ⼼ゆく
ま で ト ッ プ レ ベ ル の サ ッ カ ー とふれ あ え る よ う 、 ス タ ジ ア ム 施 設 を はじめチ ー ム周辺を整
備す る」と あ り 、 リ ー グ を あげて 地元に根付い た ク ラ ブ運営を ⽬指し て い る こ と がわか
る 。 ク ラ ブ の名前 に も そ の 理 念 は反映さ れ て お り 、必ず「地 域名＋愛称」と な っ て い る 。
例えば、浦和レ ッ ズ の場合 、浦和(地 域 )＋レ ッ ズ (愛称 )と な っ て お り 、 チ ー ム名に企業名
が⼊る こ と が 多 い 他競技と は異な る 。  

 そ こ で 本稿で は 、 J リ ー グ 開 幕 2 年 ⽬ か ら 2024 年 シ ー ズ ン ま で の全 21,869 試 合 の デ ー
タ を元に 、所属 リ ー グ や相⼿ チ ー ム と の ラ イバル 関係と い っ た チ ー ム 属 性 に 関 す る 変 数 、
得点王や ⽇ 本 代 表 選 ⼿ の よ う な チ ー ム に所属 す る 選 ⼿ に 関 す る 変 数 、 天 候 や 試 合 開催⽇ な
ど の 試 合 に 関連す る そ の 他 の 変 数 、 そ し て 地 域 密 着 の度合 い を ⽰ す 変 数 を ⽤ い て 、複合 的
な 観 点 か ら 実証分 析 を通し て 観 客 数 の 決 定 要 因 を 明 ら か に し て いく。  

本稿の 構成は 以 下 の通り で あ る 。 まず第 2 章で は 、 観 客 数 の 決 定 要 因 に 関 す る先⾏研
究を 概 観 し 、既存研究の成果 と課題を整理 す る 。第 3 章で は 、先⾏研究で の知⾒に基づ
き 、パネル デ ー タ を ⽤ い て 観 客 数 の ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル を 構築し 、 そ の頑健性 を検証す
る 。第 4 章で は 、 3 章で 構築し た ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル を拡張し 、 ク ラ ブ が直接コ ン ト ロ
ー ル し にくい 地 理 的条件や メ デ ィ ア環境と い っ た「地 域 特 性」が 、 観 客 動 員 構 造 に 与 え る
影 響 を 明 ら か に す る 。第 5 章で は 、 4 章で 明 ら か に な っ た 地 域 特 性 と い う⽂脈を踏ま え 、
HT 活 動 に 関 す る サ ー ベ イ デ ー タ を 新 た に導⼊す る 。 そ し て 、「地 域 貢 献」の核⼼ で あ る
HT 活 動 の 効 果 を 、 フ ァ ン に よ る「主 観 的 評 価」と ク ラ ブ の「客 観 的 実績」と い う ⼆ つ の
側⾯ か ら 解 明 す る 。 最後の第 6 章で は 、 本稿で ⾏ っ た全て の 分 析 結 果 を総括し 、 J リ ー グ
の 観 客 動 員 メ カニズ ム と 地 域 密 着 の 有 効 性 に 関 す る学術的 ・ 実践的 な ⽰唆を提⽰ す る と と
も に 、今後の研究課題を述べ る 。  
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2．先行研究 

 本章で は 、 ス ポ ー ツ全体の 観 客 数 の 決 定 要 因 に つ い て欧⽶の先⾏研究を 概 観 し た後、国
内含めた研究を元に J リ ー グ の 観 客 数 に 影 響 を 与 え る で あろう 要 因 を整理 す る 。  

 観 客 数 に 影 響 を 与 え る 要 因 の研究は需要 分 析 と呼ばれ 、 ス ポ ー ツ経済学の 分 野 に お い て
重 要 な 位 置付け で あ り 、 特 に欧⽶で の研究が盛ん で あ る 。Borland and MacDonald(2003)
は 観戦需要 の源泉を 、 ク ラ ブ と の⼀体感お よ び 試 合 の質の 2 つ に 分類で き る と指摘し て
い る 。 こ れ に つ い て Cialdini  et al. (1976)は 、 ス ポ ー ツ フ ァ ン が ク ラ ブ や 選 ⼿ の成功に⾃
⾝も連帯感を抱く傾向 (Basking in Reflected Glory,  BIRG)を指摘し て お り 、 こ れ が ク ラ ブ
と の⼀体感に つ な が る も の で あ る 。  

 ま た ク ラ ブ 関連の 最 重 要商品は 試 合 、 そ し て 試 合 チケッ ト で あ る 。⾃明 で は あ る が 、 試
合 の質も ま た 重 要 で あ り 、 McEvoy et  al. (2005)は ア メ リ カ MLB の 2 ⼤ リ ー グ で あ る ア
メ リ カ ン ・ リ ー グ とナショナル ・ リ ー グ の違い が 観 客 数 に 影 響 を 与 え る こ と を 明 ら か に し
て い る 。 Jones  et  al.  (2000)は 上 位 リ ー グ 下 位 リ ー グ の違い が 試 合 の質に直結 し 、 上 位 リ
ー グ の 試 合 の場合 観 客 数 に 正 の 効 果 を も た ら す こ と を イ ン グ ラ ンドラ グ ビ ー リ ー グ の検証
で ⽰ し て い る 。Wakefield and Sloan(1995)は 試 合内容だけ で なく、 ス タ ジ ア ム で の 観戦
体験も 試 合 の質に含ま れ る と し 、集客 に つ い て の ス タ ジ ア ム環境の 重 要 性 を指摘し て い
る 。 本稿で 分 析 対象と す る J リ ー グ に ⽬ を向け る と 、河合 ・平⽥ (2008)が 観 客 数 の検証を
⾏ っ て い る 。  

 以 下 の節で は 観 客 数 要 因 を ク ラ ブ 属 性 要 因 、 選 ⼿ 要 因 、 試 合 に 関連す る そ の 他 の 要 因 の
3 つ に ⼤別し先⾏研究を紹介す る 。 こ れ ら の先⾏研究を踏ま え 、 本稿で ⽤ い る 変 数 を検討
し て いく。  

2．1．クラブ属性要因 

 サ ッ カ ー ク ラ ブ の 属 性 と し て 、 まず所属 リ ー グ が挙げら れ る 。 上 位 リ ー グ で あ るほど 試
合 の質が⾼ま り 、 観 客 数 に強い押し 上げ効 果 を及ぼす と 考 え ら れ る 。Walker(1986)と van 
Ours(2021)は そ れぞれ イギリ ス とオラ ンダの リ ー グ を 対象に 、 ホ ー ム ク ラ ブ の所属 リ ー
グ が 観 客 数 に強い 効 果 を持つ こ と を ⽰ し て お り 、 さ ら に順位 に つ い て も 、 上 位 に 位 置 す る
ほど 観 客 数 へ の 影 響 が ⼤ き い こ と を指摘し て い る 。  

 ク ラ ブ の所在地 に 関連し た 要 因 と し て は 、 いわゆる ラ イバル 関係 (ダー ビ ー マ ッ チ )が あ
る 。García and Rodríguez(2002)、Buraimo(2008)に よ る と 、 スペイ ン と イ ン グ ラ ンドの
サ ッ カ ー リ ー グ に お い て 、歴史的 、 地 理 的背景に基づくラ イバル 関係は 観 客 数 に 正 の 影 響
を 与 え る 。 ラ イバル 関係は 地 理 的 に近接す る ク ラ ブ 間 で成⽴す る こ と が 多 い⼀⽅ で 、 ク ラ
ブ 間 の 地 理 的 距 離 が 離 れ て い るほど 、 観 客 数 に負の 効 果 が あ る (例えば、Forrest and 
Simmons,  2002)。  
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 ク ラ ブ が使⽤ す る ス タ ジ ア ム も各ク ラ ブ に よ っ て異な る 属 性 で あ る 。 観戦環境も 試 合 の
質の⼀部と み な す こ と が で き 、 新 し い ス タ ジ ア ム の建設 が 観 客 数 を押し 上げる 効 果 を持つ
こ と を 、 McEvoy et  al. (2005)が指摘し て い る 。同様の 効 果 は J リ ー グ に お い て も確認さ
れ て お り 、仲澤 他 (2022)は 新 ス タ ジ ア ム が 観 客 数 に 正 の 影 響 を 与 え る こ と を報告し て い
る 。  

2．2．選手要因 

 選 ⼿ に 帰 属 す る 要 因 と し て は 、 代 表 選 ⼿ で あ る こ と や個⼈タ イ ト ル の獲得と い っ た 、 い
わゆる ス タ ー 選 ⼿ の 要素が あげら れ る 。Hausman and Leonard(1997)は 、NBA の ス タ ー
選 ⼿ で あ っ た ラ リ ー ・バード、 マ イケル ・ ジョーダン に 焦 点 を あ て 、 観 客 数 へ の 影 響 を検
証し 、 こ れ ら の 選 ⼿ が 観 客 数 を 50％以 上増加 させる 効 果 を持つ こ と を 明 ら か に し た 。  

 サ ッ カ ー に お い て も同様の 効 果 が期待さ れ る が 、⽐類す る ス タ ー 選 ⼿ が誰な の か は議論
の余地 が あ る 。 こ れ に 関連し て García and Rodríguez(2002)は 、 スペイ ン の サ ッ カ ー リ ー
グ を 対象に 、 チ ー ム内の 代 表 選 ⼿ 数 が 観 客 数 に 正 の 影 響 を及ぼす こ と を 実証的 に 明 ら か に
し た 。  

2．3．試合に関連するその他の要因 

 ク ラ ブ が直接的 に制御す る こ と の で き な い 外⽣的 な 要 因 も 、集客 に 影 響 す る 。 試 合 ⽇程
は ク ラ ブ に 決 定権が な い 。⼀⽅ で 観 客 に と っ て都合 の良い 開催時 間 や 天 候 は 、 観 客 数 に直
結 す る可能性 が あ る 。 開催時 間 に つ い て Knowles et  al. (1992)は 、 ア メ リ カ MLB に お い
て夜間 の 試 合 が 観 客 数 に 正 の 効 果 を持つ こ と を ⽰ し て お り 、 J リ ー グ に お い て も同様の 効
果 が あ る こ と を 、辻・ ⼆宮 (2016)が報告し て い る 。  

 天 候 に つ い て は 、 外部要 因 の 中 で も 特 に 試 合 の質や 観戦環境に 影 響 す る 要素と 考 え ら れ
る 。García and Rodríguez(2002)は 、 スペイ ン に お い て⾬天 で な い場合 の集客 へ の 正 の 効
果 を確認す る⼀⽅ で 、Carmichael  et al.(1999)は イギリ ス で は寒さ 以 外 の 天 候 の 要素が 観
客 数 に 対 し て 有意な 影 響 を 与 え な い と し て い る 。  

 曜⽇ 効 果 も 観戦体験の 観 点 か ら 重 要 で あ る 。平⽇ に 開催さ れ る 試 合 は終業後に ス タ ジ ア
ム に向か う必要 が あ る の に 対 し 、週末や祝⽇ は 観戦に よ り適し た条件で あ る と 考 え ら れ
る 。Knowles et  al. (1992)は 、 MLB に お い て週末開催が 観 客 数 に 対 し 正 の 効 果 を持つ と指
摘し て お り 、Buraimo(2008)は 、 イ ン グ ラ ンドの サ ッ カ ー リ ー グ に お い て平⽇ 開催は負、
祝⽇ 開催は 正 の 効 果 を持つ と報告し て い る 。 さ ら に 、 試 合 開催⽉ に 着 ⽬ し た 分 析 で は 、 シ
ー ズ ン序盤と⽐べ て終盤に 観 客 数 が 有意に増加 す る こ と が ⽰ さ れ て い る 。  

 

3．実証分析 

 本稿の ⽬ 的 は J リ ー グ の 観 客 数 の 決 定 要 因 を 解 明 す る こ と で あ る 。 とくに 、 J リ ー グ が
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設⽴当初か ら 取 り 組 ん で き た各チ ー ム の HT 活 動 の が 観 客 数 に 与 え る 効 果 を 明 ら か に す る
こ と が 最終的 な ⽬ 的 で あ る 。 そ こ で 前段階と し て 、 前章で紹介し た サ ッ カ ー を含むプ ロ ス
ポ ー ツ で 観 客 数 に 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ る諸変 数 を 、 ク ラ ブ の 取 組 み に よ り 変化を 与 え
ら れ る 要素と 、 対処す る こ と の で き な い 要素に 分類し ベ ン チ マ ー ク の推定 モ デ ル を 構築す
る 。  

3．1．データの取得方法と加工方法 

 主 に利⽤ す る デ ー タ は 、 J リ ー グ 創 設 2 年 ⽬ の 1994 年 シ ー ズ ン 開 幕 試 合 か ら 2024 年 シ
ー ズ ン ま で の 合計 21,869 試 合 に 関 す る デ ー タ で あ る 1。更に 、公益財団法⼈⽇ 本 サ ッ カ ー
協会(2025)よ り各ク ラ ブ に所属 す る ⽇ 本 代 表 選 ⼿ ・ ⽇ 本 代 表経験選 ⼿ の在籍情報を 取得
し た 2。 こ の 他 、個⼈タ イ ト ル で あ る MVP や得点王に 関 し て は 、 J リ ー グ (2025c)よ り 取
得し て い る 。  

 な お 、 本稿で は無観 客 試 合 を除外 し て い る 。具体的 に は 、 2014 年 3 ⽉ に 実 施 さ れ た浦
和レ ッ ズ に 対 す る制裁の 1 試 合 と 、 新型コ ロナウ イ ル ス流⾏期に 実 施 さ れ た無観 客 試 合
83 試 合 の計 84 試 合 で あ る 3。 リ ー グ カ ッ プ の 試 合 に つ い て も同様に コ ロナ禍に お け る無
観 客 試 合 3 試 合 を 分 析 の 対象か ら除外 し て い る 。 加 え て 、 2014 年 、 2015 年 シ ー ズ ン に J3
に参加 し て い た J リ ー グ ア ンダー 22 選抜の 69 試 合 は 対戦相⼿ と し て の み の参加 で あ っ た
ため地元を持たず、 ま た 試 合毎に召集選 ⼿ が 変わる と い う 特 性 上除外 し て い る 。 ベ ン チ マ
ー ク ・ モ デ ル を含む、 本章の 分 析 で ⽤ い る 変 数 の 定義は図表 5-1、 5-2 に 、記述統計量 は
図表 6 に整理 さ れ て い る 。  

3．2．ベンチマーク・モデル 

 被 説 明 変 数 は Forrest and Simmons(2002)に倣い 、 J リ ー グ の各試 合 の 観 客 数 の 対 数 値
ln_attendance を ⽤ い る 。図表 7 は ln_attendance の 分布を ⽰ し て い る 。 説 明 変 数 は先⾏研
究に倣っ て①チ ー ム 属 性 に 関 す る 変 数群 Xn

team、②チ ー ム に所属 す る 選 ⼿ に 関 す る 変 数群
Xn

p laye r、③試 合 に 関連す る そ の 他 の 変 数群の各変 数 Xn
env で あ る 。 ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル

の推定式は 以 下 の (A)で あ る 。 β0 は切⽚を 表 し 、 εn は誤差 項 を 表 す 。  

ln_attendancen  = β0  + Xn
teamβ team  + Xn

p laye rβp laye r  + Xn
envβenv  + εn  (A) 

 ①チ ー ム 属 性 を ⽰ す 変 数 は 4 種類で あ る 。 league_X は 当該試 合 が 属 す る リ ー グ (J2 な ら
ば X=2)を ⽰ すダミー 変 数 で あ る 。 下 位 リ ー グ に な るほど⼈気が落ち、 観 客 数 が減る と 考
え ら れ る ため、符号は負と予想さ れ る 。 対戦チ ー ム 間 の ラ イバル 関係を ⽰ すダミー 変 数
derby は 、 J リ ー グ （ 2025d） でダー ビ ー戦と し て⾔及さ れ て い る 44 の 対戦組 み 合わせ

 
1 J リ ー グ （ 2025b） よ り 、 Python と そ の ラ イ ブ ラ リ で あ る Requests を ⽤ い て 取得し た 。
感応度分 析 で ⽤ い る ルヴァ ン カ ッ プ (旧：ナビ ス コ カ ッ プ )の デ ー タ も同サ イ ト よ り 取得し
た 。  
2 ⽇ 本 代 表 は 、 J リ ー グ 開 幕 以降の国際 A マ ッ チ出場選 ⼿ で あ る 。  
3 差別的 な横断幕 を ス タ ジ ア ム内に掲載し た ⾏為に 対 す る制裁を指す 。  
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(例：ガンバ⼤阪対 セ レ ッソ⼤阪 )で あ る 。 多くのダー ビ ー戦は 、隣接地 域 や同⼀地 域 間 の
ク ラ ブ の 対戦と な り盛り 上 が り が予想さ れ る ため、 観 客 数 の押し 上げ効 果 が⾒込ま れ 、符
号は 正 が想定 さ れ る 。new_stadium は 、 ホ ー ムゲー ム を ⾏ う ス タ ジ ア ム が 新 た に建設 さ
れ 、 そ こ で 試 合 が ⾏われ る場合 に 1 を 取 るダミー 変 数 で あ る 4。 観戦環境の改善が 観 客呼
び込み 効 果 を持つ と期待さ れ る ため、符号は 正 と想定 さ れ る 。 最後に 、 地元チ ー ム と 対戦
相⼿ の 本拠地 ス タ ジ ア ム 間 の直線距 離 を ⽰ す dist_km は 、移動 距 離 が⻑くな る程、 対戦相
⼿ の フ ァ ン が 観戦に訪れ にくくな る と 考 え ら れ る ため、符号は負を想定 す る 5。  

 ②選 ⼿ 要 因 と し て は 、 当該シ ー ズ ン に MVP と各リ ー グ の得点王と な っ た 選 ⼿ が 地元チ
ー ム に所属 す る場合 に 1 を 取 るダミー 変 数 MVP_H と top_scorer_H、 ⽇ 本 代 表及び元⽇ 本
代 表 の 選 ⼿ が所属 す る⼈数 を ⽰ す reps_H と ex_reps_H を ⽤ い る 6。同様に 、 対戦相⼿ に
MVP、得点王が所属 す る場合 に 1 を 取 るダミー 変 数 MVP_A、 top_scorer_A 及び ⽇ 本 代
表 、元⽇ 本 代 表 が所属 す る⼈数 を ⽰ す reps_A、 ex_reps_A を ⽤ い る 。 いずれ も 、 ス タ ー 選
⼿ の存在が 観 客 数 を押し 上げる と 考 え ら れ る ため、符号は 正 が想定 さ れ る 。  

 ③試 合 に 関連す る そ の 他 の 要 因 を ⽰ す 変 数 は 、 コ ン ト ロ ー ル 変 数 も含めて 、 開催タ イミ
ン グ 、 天 候 に 関 す る も の を ⽤ い る 。 試 合 の 開催タ イミン グ に つ い て は 、 5 種類の 変 数 を ⽤
い る 。 まずシ ー ズ ン毎の全期間 を 3 分割 (序盤、 中盤、終盤)し たダミー 変 数 phase_X で あ
る 。序盤を ベ ー ス と し 、 中盤・終盤で あ ればそ れぞれ 1 を 取 るダミー 変 数 phase_2 と
phase_3 を ⽤ い る 。終盤に な るほど注⽬度が増す と予測さ れ る ため、phase_2 の係数 よ り
も phase_3 の係数 は ⼤ きくな る と⾒込ま れ る 。 試 合 ⽇ が⼟⽇祝⽇ で あ れば 1 を 取 るダミー
変 数 holiday、 試 合 開始時刻に 関 す るダミー 変 数 time_X、 試 合 開催年度のダミー 変 数
year_X も推定 に ⽤ い る 。  

 試 合 当 ⽇ の ス タ ジ ア ム周辺の 天 候 に 関 す る weather_1、weather_2、weather_3、
weather_4、weather_5 は 、 そ れぞれ晴れ を ベ ー ス と し 、曇り 、⾬、悪天 候 (霧、雷、雪 )、
天 候 の 影 響 を受け な い屋内開催の 時 に そ れぞれ 1 を 取 るダミー 変 数 で あ る 。屋内を除く
天 候 の符号は負、（ 天 候 に左右さ れず気温も安定 し た ）屋内は 正 が想定 さ れ る 。 ま た気温
と湿度を ⽤ い て作成さ れ る不快指数 di は 、 数 値 が⾼いほど蒸し暑く不快な こ と を意味す
る ため、符号条件は負と 考 え ら れ る 7。  

 コ ロナ期に お け る収容⼈数制限を 考 慮 す る 変 数 も導⼊す る 。具体的 に は 、⼊場⼈数制限
数 5 千⼈、 1 万⼈、 2 万⼈が そ れぞれ 設 定 さ れ て い る 試 合 の場合 に 1 を 取 るダミー 変 数
cap5k、 cap10k、 cap20k、部分 的 な声を出し て の応援が許可さ れ た場合 に 1 を 取 るダミー
変 数 cheer を ⽤ い る 。  

3．3．ベンチマーク・モデルの推定結果 

 
4 J リ ー グ参⼊後に建設 さ れ た ス タ ジ ア ム の み を 対象と し た 。  
5 Google Map を ⽤ い て 、 よ り各ス タ ジ ア ム の座標情報を⼊⼿ し 、 距 離 を計測し た 。  
6 MVP は J1 ク ラ ブ に所属 す る 選 ⼿ か ら各シ ー ズ ン に 1 ⼈選出さ れ る 。  
7 不快指数=0.81×気温+0.01×湿度×(0.99×気温 -14.3)+46.3 
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 推定 に は 最 ⼩ ⼆ 乗 法 を ⽤ い た （ す なわち、 プ ー ルド OLS）。 ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル の推
定 結 果 を ⽰ し た図表 8-1(1)か らわか る J リ ー グ の集客 の 特 徴 は 以 下 の通り で あ る 。  

 ①チ ー ム 属 性 要 因 に 関 す る 変 数全て が 1％⽔準で 有意で あ り 、先述の各種先⾏研究と 概
ね整合 的 で あ る 。 league_X の符号は負で あ り リ ー グ 間格差 の存在が ⽰ さ れ た 。具体的 に
は 、 J1 と⽐較し て J2 の場合 は 65.4％、 J3 の場合 は 155.5％観 客 数 が押し 下げら れ る 。 ま
た 、 derby、 new_stadium の係数 は 正 と な っ て お り 、 そ れぞれ 18.6％、 45.0％観 客 数 を押
し 上げる 。 ラ イバル 関係を意識させるダー ビ ー戦や よ り快適な ス タ ジ ア ム環境は集客 に プ
ラ ス の 効 果 が あ る こ と を意味す る 。dist_km のパラ メ ー タ は予想と同じく負と な り 、 地元
チ ー ム と相⼿ チ ー ム の ス タ ジ ア ム 間 の 距 離 が 1km 増加 す る と 0.1％観 客 を減ら す 。  

 ②選 ⼿ 要 因 に 関 す る 変 数 に つ い て は 、 地元チ ー ム に限らず、 試 合 に ス タ ー 選 ⼿ が出場す
る こ と は 、 観 客 数 に 正 の 影 響 を及ぼす こ と が確認で き る 。 top_scorer_H、 reps_H、
ex_reps_H は いずれ も 1％⽔準で 有意で あ り 、 そ れぞれ 31.6%、 1.8%、 4.6%観 客 数 を押し
上げる 。MVP_H は 10％⽔準で は あ る も の の 、 有意に 4％観 客 数 を押し 上げる 。MVP_A は
5％⽔準で 有意で あ っ た が 、 5.1％観 客 数 を押し 上げる 結 果 と な っ た 。 top_scorer_A、
reps_A、 ex_reps_A は いずれ も 1％⽔準で 有意で あ り 、 そ れぞれ 8.5%、 3.2%、 2.9%観 客
数 を押し 上げる 。  

 最後に 、③試 合 に 関連す る そ の 他 の 要 因 に つ い て も 、全て 1%⽔準で 有意と な り 、先⾏
研究と整合 的 な 結 果 が J リ ー グ で も み ら れ る こ と がわか っ た 。 phase_X に よ れば、序盤と
⽐べ て 中盤は 6.9%、終盤は 13.4%観 客 数 が押し 上げら れ る 。 天 候 に 関 し て は 、⾬や悪天
候 の 時 に 20%以 上 、 観 客 数 を押し 下げる⼀⽅ 、空調の 効 い た屋内の場合 、 9%近く押し 上
げる 結 果 と な っ た 。不快指数 di が 1 増加 す る と (不快度が⾼ま る と )観 客 数 を 0.5％押し 下
げる 。  

3．4．追加的な推定及び感応度分析の結果 

 以 上 の ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル の 分 析 を踏ま え 、頑健性 を確かめる ために感応度分 析 を ⾏
う 。図表 8-1、8-2 の (2)以降に感応度分 析 の推定 結 果 を ⽰ し て い る 。  

 図表 8-1、8-2 の (2)は 、 ク ラ ブ の 試 合内容が 観 客 数 に 与 え る 影 響 を捉え る ため、 ベ ン チ
マ ー ク に 地元チ ー ム と相⼿ チ ー ム の直近 3 試 合 の 試 合内容を反映す る 変 数 (ス タ ッ ツ 変 数 )
を追加 し た 結 果 で あ る 8。 ス タ ッ ツ 変 数 は 、得点 数 を 表 す gf_H、 gf_A、失点 数 を 表 す
ga_H、 ga_A、 シュー ト 数 を 表 す shots_H、 shots_A、 与 フ ァ ウ ル 数 を 表 す fouls_H、 fouls_A
で あ る 。 観 客 は得点 の 多 い 試 合 を好むな らば、得点 数 、 シュー ト 数 に 関 し て の符号条件は
正 が想定 さ れ 、失点 数 、 フ ァ ウ ル 数 に 関 し て は 観 客 に と っ て好ま しくな い ため負が想定 さ
れ る 。  

 推定 結 果 を み る と 、 ベ ン チ マ ー ク に お い て は 正 に 有意で あ っ た MVP_H、 reps_H が 有意
で は なくな っ た も の の 、 そ れ 以 外 の 変 数 に つ い て は ⼤ き な 変化は なく、 ベ ン チ マ ー ク の頑

 
8 直近 3 試 合 の 数 値 を ⽤ い た 変 数 の ため、 開 幕 3 試 合 分 、 サ ン プ ル 数 は減る 。  
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健性 が ⽰ さ れ た 。 ホ ー ム ク ラ ブ の ス タ ッ ツ 変 数 に つ い て は 、 fouls_H を除い て 1％⽔準で
有意で あ り符号条件も予想通り の 結 果 と な っ た 。 特 徴 的 な 結 果 と し て は 、 観 客 が失点 を嫌
う傾向を 有 す る こ と 、 観 客 は敵チ ー ム の反則に不寛容で あ る こ と が指摘で き る 9。  

 図表 8-1、8-2 (3)は (2)の 分 析 に 、 地元ク ラ ブ と 対戦相⼿ の勝点 を ⽰ す points_H、
points_A を追加 し た も の で あ る 10。 試 合 時 ま で に積み 上げた累計勝点 を ⽤ い る こ と で 、 チ
ー ム 状 況 が集客 に 与 え る 効 果 を み る 。 ベ ン チ マ ー ク の 結 果 に つ い て は 、 (2)同様に reps_H
は 有意で は なくな っ た も の の 、 そ れ 以 外 の 変 数 に ⼤ き な 変化は み ら れ な い 。勝ち点 変 数 か
ら は 、 地元ク ラ ブ の通算成績（累計勝点 ） の 観 客押し 上げ効 果 が確認さ れ た 。  

 図表 8-1、8-2 (4)は 、 試 合 開催時 点 の順位 を ベ ン チ マ ー ク に追加 し た も の で あ る 。具体
的 に は 、 地元チ ー ム 、 対戦相⼿ が そ れぞれ 上 位 3 チ ー ム に あ れば 1 を 取 る top_H、 top_A
と 下 位 3 チ ー ム に あ れば 1 を 取 る bottom_H、 bottom_A 追加 し た 。符号条件は 上 位 で あ れ
ば正 、 下 位 な らば負に な る と期待さ れ る 。 ベ ン チ マ ー ク の 結 果 の うち、 MVP_A は 有意で
なくな っ た も の の 、 他 の 変 数 に ⼤ き な 変化は⽣じて い な い 。追加 し た 変 数 の いずれ も 1％
⽔準で 有意で あ り 、 地元ク ラ ブ 、 対戦相⼿ いずれ の成績も 観 客 数 に 影 響 を 与 え る こ と 、係
数 の絶対⽔準を み る と 、 とくに 地元ク ラ ブ の順位 の 影 響 は ⼤ き い こ と が改めて ⽰唆さ れ
た 。  

 図表 8-1、8-2 (5)の 分 析 は 、 (4)の 上 位 ・ 下 位 に つ い て のダミー 変 数 と 、 ベ ン チ マ ー ク
で ⽤ い た phase_X と の 交 差 項 を追加 し た も の で あ る 。 シ ー ズ ン 中 の チ ー ム が 置 か れ る 状 況
に よ っ て順位 の集客 へ の 影 響 が 変わる こ と を想定 し 、注⽬度の増す終盤は よ り係数 の絶対
値 が ⼤ きくな る こ と を想定 し て い る 。推定 の 結 果 、 ベ ン チ マ ー ク に 関 し て は (4)と同様に
MVP_A を除き 、 結 果 に ⼤ き な 差 は⾒ら れ な い 。 そ し て 、 (4)で導⼊し た 上 位 下 位 のダミー
は引き続き 有意で あ っ た 。 交 差 項 か ら は 、 中盤〜終盤と な る に し た が っ て 、 地元チ ー ム が
上 位 に⼊っ て い れば、 観 客押し 上げ効 果 が⼀層⾼ま り 、 下 位 に⼊っ て い ればそ の逆と な る
こ と がわか る 。 対戦相⼿ に つ い て も 、 上 位 の場合 に限っ て同様の傾向が⾒ら れ る 。  

 図表 9(6)〜 (8)は 、 ベ ン チ マ ー ク を リ ー グ別に 分 析 し た も の で あ る 11。 J1、 J2 に 関 し て
は符号条件に 変化は⾒ら れ な か っ た が 、 J3 に つ い て は 、 derby、 ex_reps_H、 phase_X 変 数
の うち中盤に 関 す るダミー 変 数 が そ れぞれ 有意で は なくな っ た 。歴史の浅さ故のダー ビ ー
マ ッ チ の少な さ 、乏し い資⾦⼒の ため（元） 代 表 選 ⼿ が少な い 点 、照明 設備が整っ て い な
い ため中盤の夏場で あ っ て もナイ タ ー で は なく昼間 に 試 合 が 開催さ れ る こ と が 理由と し て

 
9 具体的 に は gf_H が 1 増え る と 観 客 数 を 2.7%押し 上げ、ga_H が 1 増え る と 3.3％観 客 数
を押し 下げる 。 fouls_H は 10％⽔準で は あ る も の の予想に反し 正 に優位 な 結 果 の⼀⽅ で
fouls_A は 5％⽔準の 有意で あ る も の の符号は想定 と同じく、 1 増え る と 0.1%の 観 客押し
下げ効 果 を も つ 結 果 で あ っ た 。  
10 基本 的 に勝ちを 3、引き 分 け を 1、負け を 0 と し た と き の 当該試 合 ま で の累積値 。  
11 MVP は J1 ク ラ ブ か ら毎年 選出さ れ る も の で あ る ため、MVP_H と MVP_A は J2、 J3 の
推定 に は含めな い 。  
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考 え ら れ る 1213。 J2 に つ い て は 、derby の係数 が J1 と⽐較し て 2 倍と な っ て お り 、 derby
の 観 客 数押し 上げ効 果 が 2 倍あ る こ と を ⽰唆す る 。 top_scorer_H、 reps_H、 ex_reps_H に 関
し て も 、 J2 で は J1 よ り も 観 客 数 の押し 上げ効 果 が⾼い 。  

 こ れ ま で の 分 析 は 、 J リ ー グ の レギュラ ー シ ー ズ ン の 試 合 デ ー タ を ⽤ い た 分 析 で あ っ た
が 、図表 9(9)で は 、 デ ー タ セ ッ ト を J リ ー グ が 主催す る カ ッ プ戦（YBC ルヴァ ン カ ッ
プ ） の 1718 件の 試 合 デ ー タ に 差 し替え 、 ベ ン チ マ ー ク の推定 を ⾏ っ た 。MVP_H、MVP_A
を除き符号条件に 変化は なく、 ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル の頑健性 が確認で き る 結 果 と な っ
た 。  

 ま た 、 本稿が ⽤ い た デ ー タ セ ッ ト はパネル デ ー タ (時系列は 試 合 の ⾏われ る節、横断⾯
は 地元チ ー ム と相⼿ チ ー ム の 組 み 合わせ)で あ り 、ハウ ス マ ン検定 の 結 果 、固定 効 果 が⽀
持さ れ た 。固定 効 果 モ デ ル の推定式は 以 下 の (B)で あ る 。  

ln_attendance i t  = β0  + X i t
teamβ team  + X i t

p l aye rβp laye r  + X i t
envβenv  + α i  + ε i t  (B)  

 

 図表 9(10)は固定 効 果 モ デ ル を採⽤ し た推定 結 果 で あ る 。符号に 変化は⾒ら れ な か っ た
が 、⼀部の 変 数 （derby、 top_scorer_A、 ex_reps_A） は 有意で は なくな っ た 。 他 の係数 に
⼤ き な 変化は なく、 こ れ ま で の推定 と同様に ベ ン チ マ ー ク の頑健性 が ⽰ さ れ る 結 果 と な っ
た 。  

 

4．地域属性が観客数に与える影響 

 前章で は 、 観 客 数 を 説 明 す る 変 数 は チ ー ム の 属 性 や 選 ⼿ の 要 因 に 加 え て 、 試 合内容な ど
複合 的 な 要 因 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 こ れ は 、「はじめに」で紹介し た J リ ー グ
(2024)の 考察と整合 的 な 結 果 で あ る 。 し か し 、 本稿の 主眼で も あ る 、「ク ラ ブ の 地 域 密
着」が 与 え る 観 客 数 へ の 影 響 を 考 え る際、 ク ラ ブ が持つ固有 の 地 域 属 性 を こ れ ま で の 分 析
に含める こ と が で き て い な か っ た 。  

 本章で は 、第 3 章の ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル を拡張し 、 ク ラ ブ が直接コ ン ト ロ ー ル す る
こ と が難し い 地 域 属 性 の 変 数 を 分 析 に導⼊す る 。具体的 に は 、④地 域 属 性 変 数 と 定義す る
「メ デ ィ ア環境」と「地 理 的条件（平均ア ク セ ス 時 間 ）」で あ る 。 本章で は まず、 こ れ ら
の 地 域 属 性 が 観 客 数 に 与 え る直接的 な 影 響 を検証す る 。 地 域 属 性 の 構 造 を 理 解 す る こ と
は 、次章で 分 析 す る ク ラ ブ⾃⾝の 主体的 な 取 り 組 み 、 す なわち HT 活 動 が 与 え る 観 客 数 へ
の 効 果 を 正 しく評 価 す る ために不可⽋な⼟台と な る 。  

 
12  ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル に お い て derby 該当 試 合 は J1〜3 で 486、 341、 94 試 合 あ る 。  
13 ベ ン チ マ ー ク・モ デ ル に お い て ex_reps_H、ex_reps_A 該当 試 合 は J1〜3 で 8412、3581、
770 試 合 あ る 。  
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4．1．データの取得方法と加工方法 

 こ こ で は 新 た に④地 域 属 性 変 数 と し て 、 2 種類の 変 数 を導⼊す る 。第⼀に 、 試 合 の 中継
事業者に 関 す るダミー 変 数 で あ る 14。 5 種類の各中継事業者が 、 当該試 合 を 放 送 し て い る
場合 に１を 取 るダミー 変 数 を作成し た 。第⼆ に 、 J リ ー グ が 2009 年 か ら 2019 年 ま で公開
し て い た「 J リ ー グ ス タ ジ ア ム 観戦者調査」(以 下 、 観戦者サ ー ベ イ )か ら 取得し た ク ラ ブ
毎の 観戦者の平均ア ク セ ス 時 間 で あ る 15。 本章の推定 で ⽤ い る 変 数 の 定義は図表 10 に 、
記述統計量 は図表 11 に整理 さ れ て い る 。  

4．2．地域属性変数の導入 

 以 下 で は 、 3 章の ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル に段階的 に 、 上述し た④地 域 属 性 変 数 を追加 し
て いく。 最初に 中継事業者ダミー (terrestrial は全国放 送 、 local は 地元放 送局、 bs は BS 放
送 、 cable はケー ブ ル テ レ ビ局、 net はネッ ト 中継 )を追加 し た推定 結 果 が 、図表 12-1、
12-2(1)で あ る 。 ベ ン チ マ ー ク の 変 数 に つ い て は 、MVP_H と MVP_A が 有意で なくな っ た
も の の 、 他 に つ い て は ⼤ き な 変化は み ら れ な い 。 新 た に追加 し た④地 域 属 性 変 数 の 中継事
業者ダミー は 、 有意に な ら な か っ た net を除き す べ て 1%⽔準で 有意な 正 の 効 果 が確認さ
れ た 。 特 に local は 観 客 数 を 14.2%も押し 上げる突出し た 効 果 を ⽰ し て お り 、 地元局の 中
継は ク ラ ブ へ の親近感を醸成し 、集客 に繋が る こ と がわか る 。  

 実際に 、 J リ ー グ (2023)は各地元放 送局と連携し て 、 45 都道府県で サ ッ カ ー番組 を 放 送
し て い る 。 こ う し た 取 り 組 み を通じて 、「⾃分 たちの街の チ ー ム」と い う ク ラ ブ に 対 す る
認識が広ま り 、 観 客 数 の押し 上げに繋が っ て い る と推察さ れ る 。  

 次に 、図表 12-1、 12-2 (1)に 観戦者の ス タ ジ ア ム へ の平均ア ク セ ス 時 間 avg_access を
追加 し た図表 12-1、 12-2 (2)に よ る と 、 reps_H な ど いくつ か の ベ ン チ マ ー ク 変 数 は 有意
で は なくな る も の の 、総じて ベ ン チ マ ー ク の 結 果 と の 差 は限定 的 で あ る 。追加 し た 変 数 の
うち、 cable、 net が 有意で なくな っ た⼀⽅ 、avg_access は 1%⽔準で 有意で あ り 、 ア ク セ
ス 時 間 が 1 分増え るごと に 観 客 数 が 0.3%押し 下げら れ る 。逆に 、 ア ク セ ス が良い ク ラ ブ
で あ るほど 、 観 客 数 を押し 上げる こ と がわか る 。  

4．3．交差項分析：リーグと地域属性変数の相互作用 

 次に 、 地 域 属 性 の 効 果 が リ ー グ に よ っ て異な る か否か を検証す る ため、図表 12-1、 12-
2 (2)の モ デ ル を拡張し 、 リ ー グダミー league_X と④地 域 属 性 変 数 (中継事業者、 ア ク セ ス
時 間 )と の 交 差 項 を導⼊す る 。図表 12-1、 12-2 (3)で は 中継事業者と の 交 差 項 を 、 (4)で は

 
14 前章と同様に J リ ー グ （ 2025b） よ り 、 Python と そ の ラ イ ブ ラ リ で あ る Requests を ⽤
い て各試 合 か ら 取得し た 。  
15 デ ー タ の都合 上 、J1 リ ー グ は 2009 年度か ら 、J2、J3 リ ー グ は 2017 年度か ら 2019 年度
ま で の デ ー タ と な っ て い る 。 な お 、 本調査は ホ ー ムゲー ム 観戦者の 11 歳以 上 の男⼥を 対
象と し た質問紙調査法 (ス タ ジ ア ム内で の集合配布法 )で あ り 、各年度の 有 効 回答率は約
95%(サ ン プ ル サ イ ズ 1.6 万〜2.4 万件 )、調査期間 は 5 ヶ⽉ 前後で あ る 。  



13 
 

ア ク セ ス 時 間 と の 交 差 項 を そ れぞれ導⼊し た 。  

 図表 12-1、 12-2 (3)に お い て 特 に 地元放 送局 local の 効 果 の ⼤ き さ が 明 ら か に な っ た 。
主 効 果 と 交 差 項 は全て 1%⽔準で 有意で あ り 、 主 効 果 の J1 は 3.8%の 観 客 数押し 上げ効 果
が あ り 、 J2 で は 17.1%(3.8%+13.3%)、 J3 で は 36.3%(3.8%+32.5%)の押し 上げ効 果 が認
めら れ る 。 リ ー グ が 下 が る に つ れ て 、 効 果 が増⼤ す る こ の 結 果 は 、全国的 な注⽬度が低い
下 位 リ ー グ の ク ラ ブほど 、 地 域 メ デ ィ ア と の連携が フ ァ ン と の絆を深める⽣命線で あ る こ
と を ⽰ し て い る 。 さ ら に 、BS 放 送 、ケー ブ ル テ レ ビ と い っ たニッ チ メ デ ィ ア に お い て
も 、 下 位 リ ー グ を強⼒に後押し す る 構 造 が確認で き た 。  
 
 ⼀⽅ で 、 ス タ ジ ア ム へ の ア ク セ ス 時 間 も リ ー グ に よ っ て異な る 効 果 が み ら れ る 。図表
12-1、 12-2 (4)を み る と 、 ア ク セ ス 時 間 が 1 分増え るごと の 観 客押し 下げ効 果 は 、 J1、 J2
が そ れぞれ負に 有意で あ り 、押し 下げ効 果 が限定 的 で あ っ た の に 対 し て 、 J3 で は J1 の -
0.1%、 J2 の -0.3%と⽐較し て -2.9%と押し 下げ効 果 が ⼤ きくな る 。 こ れ は 、 下 位 リ ー グ の
フ ァ ン ベ ー ス が よ り 地 域限定 的 で あ り 、 地 理 的 な障壁に顕著に反応す る こ と を ⽰ し て い
る 。  

こ れ ら 交 差 項 を ⽤ い た 分 析 の 結 果 は 、 下 位 リ ー グ で あ るほど 、 地元な ら び に近隣の 観
客 が 観 客 数 に 影 響 を 与 え る こ と を 定 量 的 に裏付け て い る 。 し た が っ て 、 ク ラ ブ が所属 す る
リ ー グ と 、 地 域 属 性 を 理 解 す る こ と が 観 客 数 を押し 上げる （ そ し て 、 観 客 数 を押し 下げな
い ） 上 で不可⽋だと い う こ と に な る 。  

 

5．ホームタウン活動の効果分析：ファンの「評価」とクラブの「実績」 

 前章で は 、 地 域 密 着 の 効 果 を 考 え る 上 で 、 まず⼟台に あ る ク ラ ブ の 地 域 属 性 が 観 客 数 に
与 え る 影 響 を 明 ら か に し た 。 本章で は ク ラ ブ が 主体的 に コ ン ト ロ ー ル可能な「HT 活 動」
に 焦 点 を 当 て 、 本稿の 主眼で あ る「地 域 密 着」に お け る 主体的 な 活 動 が ど の よ う な 影 響 を
観 客 数 に及ぼす の か を 定 量 的 に 分 析 す る 。  

各ク ラ ブ は 、 地 域 を豊か に す る こ と を ⽬ 的 に HT 活 動 が ⾏われ て い る 。 ベガル タ仙台
(2025)を例に挙げる と 、 サ ッ カ ー教室な ど の「健康活 動」、 被災地訪問と い っ た「社会課
題活 動」、 地 域 の祭事へ の参加 と い っ た「地 域振興活 動」に⾄る ま で 、幅広く HT 活 動 に
取 り 組 ん で い る 。  

果 た し て HT 活 動 は 、 こ れ ま で に 明 ら か に な っ た様々な 要 因 に 加 え て 、 観 客 数 に 効 果 を
も た ら す のだろう か 。 そ こ で 本章で は 新 た に⑤地 域 評 価 変 数 と⑥地 域 活 動 変 数 を 4 章の
モ デ ル に 対 し て別々に追加 す る 。具体的 に は 、 フ ァ ン が ク ラ ブ の HT 活 動 を ど う認識し て
い る か と い う 主 観 的 な「フ ァ ン か ら の 評 価」と 、 ク ラ ブ が 実際に ど の程度の 活 動 を ⾏ っ た
か と い う 客 観 的 な「活 動 実績」と い う ⼆ つ の側⾯ か ら 、 サ ー ベ イ デ ー タ を ⽤ い て HT 活 動
の 効 果 を 分 析 す る 。  
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5．1．データの取得方法と加工方法 

 以 下 で は 、 ⼆ つ の サ ー ベ イ デ ー タ 、 す なわち前章で ⽤ い た 観戦者サ ー ベ イ か ら 観 客 の
HT 活 動 に 対 す る 評 価 と「 J リ ー グ ホ ー ム タ ウ ン 活 動調査」(以 下 、HT サ ー ベ イ )か ら各ク
ラ ブ の HT 活 動 実績で あ る 。 デ ー タ セ ッ ト の仕様が ⼤ きく変更さ れ た 2016 年 か ら コ ロナ
禍前 の 2018 年 ま で の デ ー タ を使⽤ す る 1617。 こ れ は 2019 年 以降の調査が⾮公開 で 、 2020
年 以降は ク ラ ブ別の 活 動 実績が公開 さ れ て い な い ためで あ る 。 本章で ⽤ い る 変 数 の 定義は
図表 10 に 、記述統計量 は図表 11 に整理 さ れ て い る 。  

5．2．ファンからの評価 

 まず「フ ァ ン か ら の 評 価」を検証す る ため、図表 12-1、 12-2 (2)の モ デ ル に 観戦者サ ー
ベ イ を ⽤ い て 、⑤地 域 評 価 変 数 の三つ のダミー 変 数 を 新 た に追加 し た 。具体的 に は 、
ht_contrib が「地元ク ラ ブ は HT で ⼤ き な 貢 献 を し て い る」か 、 rolemodel が「サ ッ カ ー 選
⼿ は社会の模範と し て 重 要 な役割を 果 た し て い る」か 、 youth_impact が「サ ッ カ ー は若い
⼈たちの⽣活 に い い 影 響 を 与 え る こ と が で き る」か で あ る 。  

 図表 13-1、 13-2(5)に お い て 、三つ の 変 数 が存在す る サ ン プ ル に限定 し 、三つ の 変 数 を
抜い て 分 析 を ⾏ っ た と ころ、 (2)と同様に 多くの ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル の 変 数 は 有意で あ
っ た 。  

 図表 13-1、 13-2 (6)か ら (8)は 、図表 12-1、 12-2(2)に⑤地 域 評 価 変 数 を そ れぞれ⼀つ
ずつ追加 し た 結 果 で あ る 。 ht_contrib、 rolemodel、 youth_impact の いずれ の場合 も 、 観 客
数 へ の 正 に 有意な 影 響 が確認さ れ た 。 こ れ ら の 変 数 は 性質の異な る質問の ため、図表 13-
1、 13-2 (9)に お い て 3 変 数 を ま とめて推定 に⼊れ る と 、ht_contrib は 観 客 数 を 2.4%押し
上げる 効 果 を ⽰ す⼀⽅ で 、 rolemodel、 youth_impact は負に 有意な 結 果 と な っ た 。 こ れ
は 、 ht_contrib が ク ラ ブ へ の直接的 な愛着 を通じて集客 に直結 し て い る こ と 、 rolemodel や
youth_impact と い っ た⼀般的 ・ 理 念 的 な 設問に同意す る層は 、必ずし も ス タ ジ ア ム へ の来
場頻度が⾼いわけ で は な い こ と を ⽰唆す る 。 な お 、 ベ ン チ マ ー ク の 変 数 に つ い て は 、⼀部
変化が あ っ た も の の 、 主 要 な ベ ン チ マ ー ク の 結 果 に ⼤ き な 変化は み ら れ な か っ た 18。  
 

 
16 従来は ス タ ジ ア ム や練習場で の フ ァ ン サ ー ビ ス や グ ッ ズ売店の ⼿伝い も HT活 動 に含ま
れ て い た が 、集計対象か ら 外 れ た 。 ま た 、従来は ト ッ プ チ ー ム の 選 ⼿ ・監督・ コ ー チ⼜は
社⻑が参加 し た 活 動 に限定 し て集計し て い た が 、 ク ラ ブ の全メ ンバー に よ る 活 動 を集計す
る ⽅ 法 に 変更し た 。  
17 J3 の デ ー タ は存在せず、 J1、 J2 の デ ー タ と な っ て い る 。  
18 こ の 分 析 で は 、 サ ン プ ル が ベ ン チ マ ー ク の推定 か ら ⼤ きく減っ て し ま っ て い る ため、
そ の 点 を 考 慮 す る必要 が あ る 。 ベ ン チ マ ー ク モ デ ル を こ の限ら れ た サ ン プ ル で推定 す る
と 、 こ こ で 有意に な ら な か っ た 変 数 が 、 有意に な ら な い こ と が確認で き た （推定 結 果 の掲
載は省略）。  
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5．3．クラブ HT 活動実績の分析 

 最後に 、 フ ァ ン の 主 観 的 評 価 で は なく、 ク ラ ブ が 実際に ⾏ っ た 客 観 的 な 活 動 回 数 が 観 客
数 に ど う 影 響 す る か を検証し た 。具体的 に は 前節で ⽤ い た⑤地 域 評 価 変 数 に 代 え て 、HT
サ ー ベ イ か ら ク ラ ブ HT 活 動 回 数 を 表 す⑥地 域 活 動 変 数 を導⼊し た 。 そ れぞれ健康に 関わ
る HT 活 動 回 数 を 表 す health_act、 地 域 貢 献 に 関 す る HT 活 動 を 表 す regional_act、社会
貢 献 に 関 す る HT 活 動 回 数 を 表 す social_act で あ る 。  

 前節と同様に 、図表 14-1、 14-2(10)に お い て 、 3 つ の 変 数 が存在す る サ ン プ ル に限定
し 、 3 つ の 変 数 を抜い て 分 析 を ⾏ っ た と ころ、 多くの ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル の 変 数 は 有意
で あ っ た 。  

 次に 、⑥地 域 活 動 変 数 を図表 14-1、 14-2(2)に⼀つずつ追加 し た推定 結 果 が図表 14-1、
14-2 (11)〜 (13)で あ る 。 有意に な ら な か っ た social_act を除き 、 health_act、 regional_act
は そ れぞれ 1%⽔準で 有意で あ っ た 。  

続い て 、図表 14-1、 14-2 (10)に 、⑥地 域 活 動 変 数 の全 3 変 数 を⼊れ た 結 果 が図表 14-
1、 14-2 (14)で あ る 。 多くの ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル の 変 数 は 有意で あ っ た 。⑥地 域 活 動 変
数 に つ い て 、健康に 関 す る HT 活 動 を ⽰ す health_act は 有意に 観 客 数 を押し 上げる 効 果 が
⾒ら れ た 。 regional_act も 有意な押し 上げる 効 果 を 有 す る 。 な お 、 social_act は 有意で は な
か っ た 。  
 
 本章で得ら れ た フ ァ ン に よ る 主 観 的 な 地 域 貢 献 評 価 (ht_contrib)の 効 果 と 、 ク ラ ブ に よ
る 地 域 貢 献 活 動 回 数 （ regional_act） の 効 果 を⽐較す る と 、 重 要 な ⽰唆が得ら れ る 。
ht_contrib は 観 客 動 員 を 数％単位 で押し 上げた の に 対 し 、 regional_act の 効 果 は 0.1%と限
定 的 で あ っ た 。 こ れ は 、 観 客 動 員 を促進す る 上 で 、単に 活 動 の 量 を増や すだけ で は不⼗分
で あ り 、 そ の 活 動 が フ ァ ン に確か に届き 、 ポ ジ テ ィ ブ な 評 価 へ と転換させて いくこ と が肝
要 で あ る こ と を意味し て い る 。 地 域 密 着戦略を成功に導く鍵は 、 活 動 実績そ の も の よ り
も 、 そ れ を通じて フ ァ ン の ⼼ の 中 に い か に し て愛着 や 貢 献 実感と い っ た認識を醸成で き る
か に か か っ て い る と い う こ と で あろう 。  

 

6．おわりに 

 本稿の問題意識は 、 J リ ー グ に お け る 観 客 数 の 決 定 要 因 を検証す る と と も に 、 J リ ー グ
が掲げる 地 域 貢 献 活 動 の 効 果 を測定 す る こ と で あ っ た 。 そ こ で 、 J1〜 J3 に お け る 31 年 分
の 試 合 レ ベ ル で の デ ー タ を ⽤ い て 回 帰 分 析 を ⾏ っ た 。 ク ラ ブ 属 性 要 因 、 選 ⼿ 要 因 、 試 合 に
関連す る そ の 他 の 要 因 の 3 つ に ⼤別し た 要 因 の いずれ に お い て も ベ ン チ マ ー ク ・ モ デ ル
は 有意な 結 果 を ⽰ し 、 リ ー グ格差 な ど を適切に反映す る こ と が で き た 。 さ ら に 、 試 合内容
や チ ー ム 状 況 な ど の 要素を 加 え た感応度分 析 に お い て も 、 ベ ン チ マ ー ク の 結 果 の頑健性 が
確認さ れ た 。 ま た 、４章と５章に お い て 、 地 域 貢 献 活 動 の 効 果 が 下 位 リ ー グほど強い 影 響
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⼒を持つ こ と を 明 ら か し た 。  

 他 ⽅ で 、 デ ー タ の制約に よ り⼗分 に検証で き な か っ た 点 も あ る 。 当初は全シ ー ズ ン を 対
象と し た 分 析 を ⽬指し た が 、 数 年 分 に満た な い デ ー タ し か得ら れ な いケー ス も あ っ た 。 特
に 地 域 貢 献 活 動 の 効 果 が強く表 れ る と 考 え ら れ る J2・ J3 に 関 し て は 、 J1 と⽐較し て デ ー
タ の公開範囲が限ら れ て い た 。エビ デ ン ス に基づく地 域戦略を 考 え て いく上 で 、 J リ ー グ
と し て こ の部分 は強化す べ きだと思われ る 。  

 最後に 、 本稿の課題と し て ⼆ 点 を指摘し た い 。第⼀に 、第 3 章に お い て ス タ ジ ア ム の
収容⼈数 を ⽤ い た 分 析 が で き な か っ た 点 で あ る 。 J リ ー グ に お い て収容率が 100％と な る
試 合 はほぼ存在し な い も の の 、収容⼈数 の 差 は 観 客 数 に 影 響 を及ぼす はずで あ る 。第⼆
に 、第 4 章で ⽤ い た HT 活 動 の 実 施 回 数 は 、各ク ラ ブ の⾃主 的 な報告に基づくも の で あ
る 他 、 あ らゆる 活 動 を「1 回」と カ ウ ン ト し て い る こ と か ら 、 デ ー タ の質に 関 す る限界が
あ る 。 実際に 、近年 で は J リ ー グ⾃⾝が HT 活 動 回 数 の公開 を廃⽌し 、 活 動内容の み の公
表 に切り替え て い る 。 定 量 的 な 分 析 を可能に す る ために も 、 J リ ー グ は改善を検討す べ き
で あろう 。  
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【図表】 

図表 1 スポーツ GDP/名目 GDP の推移 

 

図表 2 リーグ・シーズン制度 
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2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

％

年

シーズン クラブ数 J1 J2 J3 シーズン制度 シーズン クラブ数 J1 J2 J3 シーズン制度
1993年 10 2シーズン制 2009年 36 18 18 1シーズン制
1994年 12 2シーズン制 2010年 37 18 19 1シーズン制
1995年 14 2シーズン制 2011年 38 18 20 1シーズン制
1996年 16 1シーズン制 2012年 40 18 22 1シーズン制
1997年 17 2シーズン制 2013年 40 18 22 1シーズン制
1998年 18 2シーズン制 2014年 51 18 22 11 1シーズン制
1999年 26 16 10 2シーズン制 2015年 52 18 22 12 2シーズン制
2000年 27 16 11 2シーズン制 2016年 53 18 22 13 2シーズン制
2001年 28 16 12 2シーズン制 2017年 54 18 22 14 1シーズン制
2002年 28 16 12 2シーズン制 2018年 54 18 22 14 1シーズン制
2003年 28 16 12 2シーズン制 2019年 55 18 22 15 1シーズン制
2004年 28 16 12 2シーズン制 2020年 56 18 22 16 1シーズン制
2005年 30 18 12 1シーズン制 2021年 57 20 22 15 1シーズン制
2006年 31 18 13 1シーズン制 2022年 58 18 22 18 1シーズン制
2007年 31 18 13 1シーズン制 2023年 60 18 22 20 1シーズン制
2008年 33 18 15 1シーズン制 2024年 60 20 20 20 1シーズン制
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図表 3  J リーグ観客数推移 

 

図表 4 リーグ別観客数の推移 
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図表 5-1 ３章で用いるベンチマーク・モデルの変数の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変数名 定義 年 単位

ベンチマークモデルに用いた変数

被説明変数

ln_attendance 試合ごとの観客数(人)の対数値 1994-2024 なし

説明変数

①チーム属性要因

league_X X=1〜3。league_1=J1、league_2=J2、league_3=J3。J1リーグの試合ならば

league_1は1とし、他リーグも同様
1994-2024 ダミー

derby 両者のチームがライバル関係であれば1を取るダミー変数 1994-2024 ダミー

new_stadium 当該スタジアムが新しく建設されたスタジアムであれば1を取るダミー変数 1994-2024 ダミー

dist_km 当該試合が行われたスタジアムと対戦相手の本拠地スタジアムとの直線距離 1994-2024 km

②選手要因

MVP_H 地元チームに当該シーズン、最優秀選手を取得する選手が所属するので

あれば１を取るダミー変数
1994-2024 ダミー

top_scorer_H 地元チームに当該シーズン、得点王を取得する選手が所属するのであれば１

を取るダミー変数
1994-2024 ダミー

reps_H 地元チームに日本代表選手が所属する人数 1994-2024 人

ex_reps_H 地元チームに元日本代表選手が所属する人数 1994-2024 人

MVP_A MVP_Hを対戦相手に置き換えた変数 1994-2024 ダミー

top_scorer_A top_scorer_Hを対戦相手に置き換えた変数 1994-2024 ダミー

reps_A reps_Hを対戦相手に置き換えた変数 1994-2024 人

ex_reps_A ex_reps_Hを対戦相手に置き換えた変数 1994-2024 人

③試合に関連するその他の要因

phase_X X=1〜3。phase_1=序盤、phase_2=中盤、phase_3=終盤。試合開催時期が

序盤ならばphase1は1とし、他も同様
1994-2024 なし

cap5k 5000人以下の入場制限を実施した試合であれば1を取るダミー変数 2020-2022 ダミー

cap10k 10000人以下の入場制限を実施した試合であれば1を取るダミー変数 2020-2022 ダミー

cap20k 20000人以下の入場制限を実施した試合であれば1を取るダミー変数 2020-2022 ダミー

cheer コロナ禍の声出し応援実施試合であれば1を取るダミー変数 2020-2022 ダミー

holiday 試合日が土日祝日であれば1を取るダミー変数 1994-2024 ダミー

time_X X=1〜3。time_1=12時以降15時までの昼過ぎ、time_2=15時以降18時までの夕方、

time_3=18時以降の夜。試合開始時刻が昼過ぎならtime_1は1とし、他時刻も同様
1994-2024 ダミー

year_X 1994年から2024年までをyear_1994、year_1995、year_1996…とするダミー変数 1994-2024 ダミー

weather_X X=1〜5。weather_1=晴れ、weather_2=曇り、weather_3=雨、weather_4=屋内、

weather_5=悪天候。晴れの試合ならばweather_1は1とし、他も同様
1994-2024 ダミー

di 不快指数：湿度と温度を用いた「蒸し暑さ」の指数。指数が高いほど不快である 1994-2024 なし
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図表 5-2 3 章で用いる追加的な分析の変数の定義 

 

  

変数名 定義 年 単位

追加的な分析に用いた変数

被説明変数

ln_attendance 試合ごとの観客数(人)の対数値 1999-2024 なし

説明変数

gf_H 直近3試合の地元チームの合計得点数 1999-2024 点

ga_H 直近3試合の地元チームの合計失点数 1999-2024 点

shots_H 直近3試合の地元チームの合計シュート本数 1999-2024 本

fouls_H 直近3試合の地元チームの合計ファール回数 1999-2024 回

points_H
勝ちを3、引き分けを1、負けを0としたときの当該試合までの地元チームの累積値　

延長Vゴール方式採用シーズン(1999-2000)においては延長戦での勝利を2、

PK戦での勝利を1とし、(2001-2002)においてはPK戦を実施していない

1999-2024 点

top_H 試合開催前の時点で地元チームの順位が上位3位であれば１を取るダミー変数 1999-2024 ダミー

bottom_H 試合開催前の時点で地元チームの順位が下位3位であれば１を取るダミー変数 1999-2024 ダミー

gf_A gf_Hを対戦相手に置き換えた変数 1999-2024 点

ga_A ga_Hを対戦相手に置き換えた変数 1999-2024 点

shots_A shots_Hを対戦相手に置き換えた変数 1999-2024 本

fouls_A fouls_Hを対戦相手に置き換えた変数 1999-2024 回

points_A points_Hを対戦相手に置き換えた変数 1999-2024 点

top_A top_Hを対戦相手に置き換えた変数 1999-2024 ダミー

bottom_A bottom_Hを対戦相手に置き換えた変数 1999-2024 ダミー
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図表 6 3 章の記述統計量 

 

 

変数名 単位 サンプル数 平均値 標準偏差 最小値 最大値

ベンチマーク・モデルに用いた変数

被説明変数

　ln_attendance なし 21869 8.84 0.92 4.62 11.1
①チーム属性要因

　 league_1 ダミー 21869 0.42 0.49 0 1
　 league_2 ダミー 21869 0.44 0.50 0 1
　 league_3 ダミー 21869 0.14 0.34 0 1
　derby ダミー 21869 0.04 0.20 0 1
　new stadium ダミー 21869 0.17 0.38 0 1
　dist_km km 21869 442.97 333.86 0.00 2023.67
②選手要因

　MVP_H ダミー 21869 0.02 0.15 0 1
　top_scorer_H ダミー 21869 0.06 0.24 0 1
　reps_H 人 21869 0.53 1.12 0.00 8.00
　ex_reps_H 人 21869 1.75 2.25 0.00 13.00
　MVP_A ダミー 21869 0.02 0.15 0 1
　top_scorer_A ダミー 21869 0.06 0.24 0 1
　reps_A 人 21869 0.53 1.12 0.00 8.00
　ex_reps_A 人 21869 1.75 2.25 0.00 13.00
③試合に関連するその他の要因

　phase_1 ダミー 21869 0.41 0.49 0 1
　phase_2 ダミー 21869 0.35 0.48 0 1
　phase_3 ダミー 21869 0.24 0.43 0 1
　cap5k ダミー 21869 0.35 0.48 0 1
　cap10k ダミー 21869 0.24 0.43 0 1
　cap20k ダミー 21869 0.09 0.29 0 1
　cheer ダミー 21869 0.01 0.08 0 1
　holiday ダミー 21869 0.00 0.06 0 1
　time_1 ダミー 21869 0.35 0.48 0 1
　time_2 ダミー 21869 0.22 0.41 0 1
　time_3 ダミー 21869 0.43 0.49 0 1
　year_X ダミー Yes Yes Yes Yes Yes
　weather_1 ダミー 21869 0.53 0.50 0 1
　weather_2 ダミー 21869 0.34 0.47 0 1
　weather_3 ダミー 21869 0.10 0.31 0 1
　weather_4 ダミー 21869 0.02 0.15 0 1
　weather_5 ダミー 21869 0.00 0.04 0 1
　di 21869 63.76 4.8 43.51 77.58
追加的な分析で用いた変数

　gf_H 点 18939 3.95 2.20 0.00 21.00
　ga_H 点 18939 4.02 2.21 0.00 16.00
　shots_H 本 18939 31.63 8.71 3.00 84.00
　 fouls_H 回 18939 48.10 13.08 15.00 111.00
　gf_A 点 18939 4.03 2.22 0.00 18.00
　ga_A 点 18939 3.94 2.17 0.00 14.00
　shots_A 本 18939 32.29 8.90 8.00 80.00
　 fouls_A 回 18939 48.14 13.10 14.00 120.00
　points_H 点 17703 28.65 17.22 0.00 106.00
　points_A 点 17703 28.54 17.25 0.00 105.00
　top_H ダミー 21869 0.15 0.36 0 1
　top_A ダミー 21869 0.16 0.37 0 1
　bottom_H ダミー 21869 0.15 0.36 0 1
　bottom_A ダミー 21869 0.15 0.36 0 1
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図表 7 被説明変数 ln_attendance の分布（対数値） 
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図表 8-1 3 章の推定結果のベンチマーク部分（被説明変数：ln_attendance） 

 

注：推定方法は最小二乗法。括弧内の数値は t 値。***、**、 *印はそれぞれ 1%、5%、

10%水準で有意であることを示す。追加の変数の結果は図表 8-2 参照 

(1) (2) (3) (4) (5)

①クラブ属性に関する変数

league_2 -0.654 *** -0.702 *** -0.761 *** -0.722 *** -0.722 ***

(-57.246) (-57.860) (-63.644) (-65.588) (-65.982)

league_3 -1.555 *** -1.596 *** -1.636 *** -1.631 *** -1.631 ***

(-105.006) (-102.834) (-108.766) (-114.612) (-115.282)

derby 0.186 *** 0.174 *** 0.182 *** 0.181 *** 0.181 ***

(10.998) (9.785) (10.334) (11.251) (11.291)

new_stadium 0.450 *** 0.449 *** 0.439 *** 0.443 *** 0.445 ***

(47.069) (44.812) (45.783) (48.657) (49.079)

dist_km -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 ***

(-12.736) (-12.686) (-12.742) (-13.592) (-13.723)

②チームに所属する選⼿に関する変数

MVP_H 0.043 * -0.017 -0.101 *** -0.057 *** -0.048 **

(1.875) (-0.709) (-3.867) (-2.584) (-2.189)

top_scorer_H 0.316 *** 0.254 *** 0.185 *** 0.221 *** 0.212 ***

(22.455) (17.067) (12.447) (16.339) (15.703)

reps_H 0.018 *** 0.008 0.006 0.008 * 0.012 ***

(3.811) (1.610) (1.187) (1.777) (2.591)

ex_reps_H 0.046 *** 0.036 *** 0.026 *** 0.034 *** 0.033 ***

(18.007) (13.539) (9.822) (13.929) (13.539)

MVP_A 0.051 ** 0.054 ** 0.061 ** 0.021 0.022

(2.197) (2.229) (2.383) (0.942) (0.990)

top_scorer_A 0.085 *** 0.064 *** 0.058 *** 0.057 *** 0.055 ***

(6.046) (4.308) (3.922) (4.227) (4.049)

reps_A 0.032 *** 0.024 *** 0.026 *** 0.030 *** 0.031 ***

(6.741) (4.767) (4.935) (6.635) (6.804)

ex_reps_A 0.029 *** 0.027 *** 0.027 *** 0.026 *** 0.026 ***

(11.525) (10.281) (10.511) (10.883) (10.886)

③試合に関連するその他の変数

phase_2 0.069 *** 0.077 *** -0.149 *** 0.067 *** 0.032 ***

(7.874) (8.534) (-13.224) (8.044) (2.995)

phase_3 0.134 *** 0.144 *** -0.327 *** 0.133 *** 0.075 ***

(15.003) (15.251) (-18.791) (15.590) (6.632)

cap5k -0.215 *** -0.003 -0.031 -0.240 *** -0.233 ***

(-4.524) (-0.054) (-0.636) (-5.315) (-5.191)

cap10k -0.258 *** -0.052 -0.088 -0.287 *** -0.282 ***

(-4.000) (-0.748) (-1.323) (-4.675) (-4.614)

cap20k -0.157 *** 0.203 0.393 -0.184 *** -0.178 ***

(-2.855) (0.608) (1.235) (-3.521) (-3.410)

cheer 0.264 *** 0.270 *** 0.210 *** 0.261 *** 0.266 ***

(5.876) (6.113) (4.984) (6.105) (6.256)

holiday 0.345 *** 0.342 *** 0.378 *** 0.341 *** 0.340 ***

(30.093) (29.197) (31.747) (31.309) (31.367)

time_1 0.003 -0.002 -0.005 0.007 0.007

(0.345) (-0.253) (-0.567) (0.820) (0.839)

time_2 -0.029 *** -0.024 ** -0.021 ** -0.029 *** -0.027 ***

(-2.948) (-2.358) (-2.062) (-3.044) (-2.923)

year_X Yes Yes Yes Yes Yes

weather_2 -0.067 *** -0.072 *** -0.065 *** -0.068 *** -0.068 ***

(-9.119) (-9.373) (-8.673) (-9.773) (-9.811)

weather_3 -0.252 *** -0.257 *** -0.250 *** -0.251 *** -0.248 ***

(-21.893) (-21.144) (-20.827) (-22.909) (-22.759)

weather_4 0.089 *** 0.090 *** 0.093 *** 0.101 *** 0.095 ***

(3.754) (3.575) (3.892) (4.467) (4.235)

weather_5 -0.202 ** -0.226 ** -0.168 * -0.203 *** -0.197 ***

(-2.544) (-2.431) (-1.893) (-2.685) (-2.621)

di -0.005 *** -0.003 *** -0.002 * -0.004 *** -0.004 ***

(-5.513) (-3.369) (-1.883) (-5.563) (-5.338)

切⽚ 9.338 *** 9.059 *** 8.851 *** 9.398 *** 9.412 ***

(163.748) (126.617) (124.541) (173.070) (174.232)

サンプル数 21,869 18,939 17,703 21,869 21,869

修正済み決定係数 0.720 0.739 0.766 0.746 0.749

F検定 985.2 826.2 937.4 1054 946.8

ベンチマークモデル ベンチマーク＋スタッツ (2)+勝ち点 ベンチマーク＋順位 順位×フェーズ
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図表 8-2 3 章の推定結果の追加的な部分（被説明変数：ln_attendance） 

 

注：推定方法は最小二乗法。括弧内の数値は t 値。***、**、 *印はそれぞれ 1%、5%、

10%水準で有意であることを示す。ベンチマーク変数の結果は図表 8-1 参照。  

(2) (3) (4) (5)

スタッツ変数
points_H 0.015 ***

(41.061)
points_A -0.001

(-1.400)
gf_H 0.027 *** 0.011 ***

(15.509) (6.179)
ga_H -0.033 *** -0.016 ***

(-20.562) (-9.954)
shots_H 0.007 *** 0.005 ***

(14.696) (10.501)
fouls_H 0.001 * 0.001 ***

(1.777) (2.932)
gf_A 0.008 *** 0.010 ***

(4.917) (5.634)
ga_A -0.005 *** -0.006 ***

(-3.000) (-3.366)
shots_A 0.002 *** 0.002 ***

(4.498) (4.823)
fouls_A -0.001 ** -0.001 **

(-2.523) (-2.195)
top_H 0.301 *** 0.167 ***

(32.511) (11.884)
bottom_H 0.084 *** 0.038 ***

(9.174) (2.772)
top_A -0.245 *** -0.214 ***

(-27.190) (-15.508)
bottom_A -0.046 *** -0.061 ***

(-5.018) (-4.277)
フェーズ × 順位交差項
phase_2 × top_H 0.166 ***

(8.211)
phase_3 × top_H 0.320 ***

(14.141)
phase_2 × top_A 0.061 ***

(3.053)
phase_3 × top_A 0.115 ***

(5.181)
phase_2 × bottom_H -0.030

(-1.465)
phase_3 × bottom_H -0.082 ***

(-3.642)
phase_2 × bottom_A 0.025

(1.226)
phase_3 × bottom_A 0.027

(1.196)
切⽚ 9.059 *** 8.851 *** 9.398 *** 9.412 ***

(126.617) (124.541) (173.070) (174.232)
サンプル数 18,939 17,703 21,869 21,869
修正済み決定係数 0.739 0.766 0.746 0.749
F検定 826.2 937.4 1054 946.8

ベンチマーク＋スタッツ (2)+勝ち点 ベンチマーク＋順位 順位×フェーズ
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図表 9 3 章の感応度分析の推定結果（被説明変数：ln_attendance） 

 

注：推定方法は最小二乗法。括弧内の数値は t 値。***、**、 *印はそれぞれ 1%、5%、

10%水準で有意であることを示す。(10)に関してはハウスマン検定の結果、固定効果モデ

ルが採択される。括弧内の数値はロバスト標準誤差を示す。  

(6) (7) (8) (9) (10)

①クラブ属性に関する変数

league_2 -0.310 ***

(0.018)

league_3 -0.500 ***

(0.033)

derby 0.153 *** 0.302 *** 0.064 0.189 *** -0.337

(8.375) (10.626) (0.989) (3.846) (0.249)

new_stadium 0.496 *** 0.339 *** 0.359 *** 0.482 *** 0.349 ***

(49.389) (20.025) (8.840) (15.620) (0.019)

dist_km -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 ***

(-13.455) (-4.741) (-6.544) (-6.701) (0.000)

②チームに所属する選⼿に関する変数

MVP_H 0.125 *** 0.051 0.062 ***

(6.763) (0.935) (0.016)

top_scorer_H 0.072 *** 0.497 *** 0.602 *** 0.131 *** 0.098 ***

(4.321) (22.364) (12.558) (2.738) (0.015)

reps_H 0.035 *** 0.183 *** -0.613 *** 0.065 *** 0.039 ***

(8.407) (4.740) (-7.394) (5.425) (0.004)

ex_reps_H 0.027 *** 0.118 *** 0.023 0.017 *** 0.013 ***

(11.449) (19.701) (1.403) (2.626) (0.003)

MVP_A 0.071 *** 0.087 0.041 **

(3.835) (1.606) (0.017)

top_scorer_A 0.037 ** 0.135 *** 0.089 * 0.105 ** 0.017

(2.200) (6.089) (1.878) (2.206) (0.013)

reps_A 0.040 *** 0.223 *** -0.208 ** 0.045 *** 0.047 ***

(9.759) (5.789) (-2.524) (3.747) (0.004)

ex_reps_A 0.017 *** 0.076 *** 0.032 * 0.014 ** 0.005 *

(7.479) (13.086) (1.932) (2.245) (0.003)

③試合に関連するその他の変数

phase_2 0.071 *** 0.119 *** -0.022 0.046 ***

(6.997) (7.690) (-0.835) (0.007)

phase_3 0.097 *** 0.179 *** 0.158 *** 0.112 ***

(7.649) (13.603) (5.047) (0.007)

cap5k -0.407 *** -0.240 *** 0.761 *** -0.099 -0.225 ***

(-6.006) (-3.731) (4.522) (-0.704) (0.055)

cap10k -0.234 *** -0.336 *** 0.744 *** 0.114 -0.238 ***

(-2.753) (-3.550) (3.340) (0.556) (0.062)

cap20k -0.194 *** -0.161 * 0.023 -0.046 -0.109 ***

(-3.138) (-1.766) (0.115) (-0.315) (0.037)

cheer 0.193 *** 0.305 *** 0.257 *** 1.171 *** 0.192 ***

(2.715) (4.087) (2.851) (4.343) (0.032)

holiday 0.241 *** 0.356 *** 0.757 *** 0.280 *** 0.339 ***

(18.851) (19.972) (12.622) (7.155) (0.010)

time_1 0.023 * 0.066 *** -0.270 *** 0.202 *** 0.009

(1.909) (4.714) (-8.315) (4.302) (0.008)

time_2 0.003 0.006 -0.205 *** 0.092 ** 0.001

(0.309) (0.368) (-5.878) (2.071) (0.008)

year_X Yes Yes Yes Yes Yes

weather_2 -0.046 *** -0.087 *** -0.095 *** -0.022 -0.053 ***

(-5.136) (-7.717) (-4.056) (-0.899) (0.006)

weather_3 -0.152 *** -0.312 *** -0.414 *** -0.106 *** -0.237 ***

(-11.003) (-17.678) (-10.769) (-2.732) (0.010)

weather_4 -0.117 *** 0.459 *** 0.797 *** -0.220 *** -0.026

(-4.820) (11.649) (3.487) (-2.835) (0.025)

weather_5 0.045 -0.295 ** -0.316 -0.424 -0.229 ***

(0.446) (-2.489) (-1.310) (-1.304) (0.050)

di -0.004 *** -0.006 *** -0.008 *** 0.013 *** -0.003 ***

(-3.876) (-4.124) (-3.153) (4.937) (0.001)

切⽚ 9.472 *** 8.587 *** 7.892 *** 7.436 *** 9.195 ***

(135.993) (94.579) (43.610) (43.579) (0.065)

サンプル数 9,125 9,727 3,017 1,718 21,869

修正済み決定係数 0.567 0.390 0.305 0.507 0.479

F検定 218.6 130.4 41.16 34.99

Number of matchup_id 2,706

J1リーグ分析 J2リーグ分析 J3リーグ分析 ルヴァンカップ 固定効果モデル
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図表 10 4 章・5 章で新たに用いる変数の定義 

 

 

図表 11 4 章・5 章で新たに用いる変数の記述統計量 

 

  

地域分析に用いた変数

被説明変数

ln_attendance 試合ごとの観客数(人)の対数値 1999-2024 人

説明変数

access_min アンケート回答者のスタジアムへのアクセス時間の平均値 1999-2019 分

terrestrial 当該試合が地上波全国放送されるのであれば1を取るダミー変数 1999-2019 ダミー

local 当該試合が両チームいずれかの地元放送局において放送されるのであれば

1を取るダミー変数
1999-2019 ダミー

bs 当該試合がBS放送されるのであれば1を取るダミー変数 1999-2019 ダミー

cable 当該試合がケーブルテレビ局により放送されるのであれば1を取るダミー変数 1999-2019 ダミー

net 当該試合がネット中継されるのであれば1を取るダミー変数 1999-2019 ダミー

youth_impact サッカーは、若い人たちの生活に、いい影響を与えることができるというアンケート

項目に大いにあてはまる、あてはまると回答した人の割合の合計値
2009-2019 ％

rolemodel サッカー選手は社会の模範として重要な役割を果たしているというアンケート

項目に大いにあてはまる、あてはまると回答した人の割合の合計値
2009-2019 ％

ht_role 地元クラブは、それぞれのホームタウンで重要な役割を果たしているというアンケー

ト項目に大いにあてはまる、あてはまると回答した人の割合の合計値
2009-2019 ％

ht_contrib 地元クラブは、ホームタウンで大きな貢献をしているというアンケート項目

に大いにあてはまる、あてはまると回答した人の割合の合計値
2016-2018 ％

health_act ホームチームのサッカー普及活動や、食育・健康・医療活動の回数 2016-2018 回

regional_act ホームチームの地域・産業活動や、まちづくり・観光・国際交流活動の回数 2016-2018 回

social_act ホームチームの環境活動や、人権・ダイバーシティ・教育・復興支援活動の回数 2016-2018 回

変数名 単位 サンプル数 平均値 標準偏差 最小値 最大値

地域分析

　terrestrial ダミー 20423 0.02 0.15 0 1
　local ダミー 20423 0.24 0.43 0 1
　bs ダミー 20423 0.09 0.28 0 1
　cable ダミー 20423 0.50 0.50 0 1
　net ダミー 20423 0.42 0.49 0 1
　avg_access 分 8945 48.83 12.77 29.60 118.70
　ht_contrib 百分率 8466 81.77 10.16 40.50 99.20
　rolemodel 百分率 8466 67.35 6.78 45.60 85.80
　youth_impact 百分率 8466 77.90 5.34 58.60 90.80
　health_act 百分率 2752 234.47 251.66 3.00 1155.00
　regional_act 百分率 2752 79.31 72.23 0.00 677.00
　social_act 百分率 2752 44.52 68.43 0.00 438.00
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図表 12-1 4 章の推定結果(1)-(4)のベンチマーク部分（被説明変数：ln_attendance） 

 

注：推定方法は最小二乗法。括弧内の数値は t 値。***、**、 *印はそれぞれ 1%、5%、10%

水準で有意であることを示す。 

(1) (2) (3) (4)

①クラブ属性に関する変数
league_2 -0.645 *** -0.692 *** -0.813 *** -0.612 ***

(-54.493) (-44.016) (-19.478) (-13.301)
league_3 -1.528 *** -1.642 *** -1.727 *** -0.466 ***

(-99.966) (-69.175) (-51.424) (-5.333)
derby 0.190 *** 0.175 *** 0.192 *** 0.181 ***

(10.842) (7.155) (11.049) (7.508)
new_stadium 0.442 *** 0.440 *** 0.452 *** 0.449 ***

(46.005) (33.951) (47.054) (33.731)
dist_km -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 ***

(-11.261) (-7.610) (-10.750) (-7.442)
②チームに所属する選⼿に関する変数
MVP_H 0.016 0.040 0.017 0.037

(0.642) (1.180) (0.676) (1.119)
top_scorer_H 0.334 *** 0.272 *** 0.330 *** 0.282 ***

(22.953) (13.402) (22.707) (14.023)
reps_H 0.020 *** -0.009 0.016 *** -0.009

(3.761) (-1.177) (3.110) (-1.130)
ex_reps_H 0.044 *** 0.071 *** 0.045 *** 0.063 ***

(16.716) (18.993) (17.062) (16.429)
MVP_A 0.038 0.001 0.041 0.001

(1.501) (0.038) (1.621) (0.020)
top_scorer_A 0.078 *** 0.046 ** 0.080 *** 0.047 **

(5.343) (2.299) (5.512) (2.343)
reps_A 0.029 *** -0.004 0.026 *** -0.004

(5.642) (-0.488) (4.952) (-0.526)
ex_reps_A 0.029 *** 0.036 *** 0.030 *** 0.036 ***

(11.395) (11.099) (11.543) (11.253)
③試合に関連するその他の変数
phase_2 0.076 *** 0.064 *** 0.081 *** 0.063 ***

(8.394) (5.021) (8.929) (5.013)
phase_3 0.146 *** 0.094 *** 0.147 *** 0.093 ***

(15.728) (7.861) (15.828) (7.852)
holiday 0.367 *** 0.323 *** 0.362 *** 0.323 ***

(29.960) (18.429) (29.704) (18.653)
time_1 -0.022 ** 0.006 -0.017 * 0.005

(-2.204) (0.479) (-1.768) (0.404)
time_2 -0.034 *** -0.002 -0.029 *** -0.002

(-3.268) (-0.116) (-2.843) (-0.144)
weather_2 -0.068 *** -0.064 *** -0.068 *** -0.064 ***

(-9.033) (-6.317) (-9.020) (-6.381)
weather_3 -0.257 *** -0.249 *** -0.255 *** -0.247 ***

(-21.682) (-15.618) (-21.700) (-15.647)
weather_4 0.070 *** 0.136 *** 0.074 *** 0.124 ***

(2.974) (4.424) (3.125) (4.085)
weather_5 -0.170 ** -0.131 -0.169 ** -0.100

(-2.125) (-1.144) (-2.128) (-0.889)
di -0.004 *** -0.001 -0.003 *** -0.001

(-4.147) (-0.692) (-4.082) (-0.685)
cap5k -0.210 *** -0.205 ***

(-4.445) (-4.369)
cap10k -0.244 *** -0.239 ***

(-3.798) (-3.748)
cap20k -0.138 ** -0.124 **

(-2.520) (-2.271)
cheer 0.229 *** 0.223 ***

(5.118) (5.001)
year_X Yes Yes Yes Yes
切⽚ 9.287 *** 9.289 *** 9.282 *** 9.205 ***

(75.156) (29.668) (75.602) (29.679)
サンプル数 20,423 8,945 20,423 8,945
修正済み決定係数 0.727 0.723 0.730 0.729
F検定 952.9 598.4 851.3 586.4
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図表 12-2  4 章の推定結果(1)-(4)の追加部分（被説明変数：ln_attendance） 

 

注：推定方法は最小二乗法。括弧内の数値は t 値。***、**、 *印はそれぞれ 1%、5%、10%

水準で有意であることを示す。ベンチマーク変数の結果は図表 12-1 参照。 

  

(1) (2) (3) (4)

④地域属性変数
terrestrial 0.063 ** 0.166 *** 0.060 ** 0.168 ***

(2.564) (3.841) (2.304) (3.913)
local 0.142 *** 0.085 *** 0.038 *** 0.089 ***

(17.146) (7.546) (3.011) (7.944)
bs 0.069 *** 0.079 *** 0.034 ** 0.080 ***

(5.000) (3.998) (2.371) (4.095)
cable 0.061 *** -0.038 -0.026 -0.033

(3.883) (-0.981) (-1.215) (-0.867)
net -0.078 -0.087 -0.086 -0.097

(-0.715) (-0.290) (-0.794) (-0.325)
avg_access -0.003 *** -0.001 *

(-7.107) (-1.783)
交差項
league_2 × terrestrial -0.289 ***

(-3.701)
league_2 × local 0.133 ***

(7.829)
league_3 × local 0.325 ***

(11.926)
league_2 × bs 0.631 ***

(7.517)
league_2 × cable 0.110 ***

(2.718)
league_3 × cable 0.369 ***

(5.856)
league_2 × net 0.161 ***

(3.868)
league_3 × net 0.157 ***

(4.604)
league_2 × avg_access -0.002 *

(-1.861)
league_3 × avg_access -0.028 ***

(-13.991)
切⽚ 9.287 *** 9.289 *** 9.282 *** 9.205 ***

(75.156) (29.668) (75.602) (29.679)
サンプル数 20,423 8,945 20,423 8,945
修正済み決定係数 0.727 0.723 0.730 0.729
F検定 952.9 598.4 851.3 586.4
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図表 13-1 5 章の推定結果(5)-(9)のベンチマーク部分（被説明変数：ln_attendance） 

 

注：推定方法は最小二乗法。括弧内の数値は t 値。***、**、 *印はそれぞれ 1%、5%、10%

水準で有意であることを示す。 

(5) (6) (7) (8) (9)

①クラブ属性に関する変数
league_2 -0.688 *** -0.543 *** -0.663 *** -0.680 *** -0.516 ***

(-44.567) (-37.156) (-43.493) (-44.265) (-35.123)
league_3 -1.590 *** -1.292 *** -1.540 *** -1.609 *** -1.234 ***

(-45.665) (-39.391) (-44.869) (-60.695) (-37.550)
derby 0.187 *** 0.167 *** 0.177 *** 0.157 *** 0.171 ***

(7.613) (7.433) (7.370) (6.526) (7.670)
new_stadium 0.430 *** 0.474 *** 0.478 *** 0.485 *** 0.440 ***

(33.416) (39.974) (36.930) (37.310) (36.528)
dist_km -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 ***

(-8.820) (-12.857) (-11.066) (-10.680) (-11.411)
②チームに所属する選⼿に関する変数
MVP_H 0.035 -0.003 -0.034 -0.032 0.056 *

(1.077) (-0.087) (-1.061) (-0.966) (1.851)
top_scorer_H 0.273 *** 0.253 *** 0.269 *** 0.292 *** 0.240 ***

(13.508) (13.630) (13.554) (14.470) (12.980)
reps_H -0.008 -0.051 *** -0.032 *** -0.029 *** -0.042 ***

(-1.076) (-7.057) (-4.128) (-3.718) (-5.807)
ex_reps_H 0.067 *** 0.073 *** 0.073 *** 0.076 *** 0.068 ***

(18.080) (21.523) (20.004) (20.540) (20.195)
MVP_A -0.006 -0.006 -0.007 0.000 -0.006

(-0.180) (-0.210) (-0.215) (0.005) (-0.191)
top_scorer_A 0.060 *** 0.058 *** 0.060 *** 0.047 ** 0.058 ***

(2.985) (3.114) (3.025) (2.345) (3.150)
reps_A -0.003 -0.001 -0.002 -0.002 -0.002

(-0.323) (-0.088) (-0.231) (-0.205) (-0.236)
ex_reps_A 0.037 *** 0.035 *** 0.036 *** 0.035 *** 0.036 ***

(11.379) (11.986) (11.372) (10.875) (12.328)
③試合に関連するその他の変数
phase_2 0.075 *** 0.069 *** 0.077 *** 0.073 *** 0.065 ***

(5.820) (5.848) (6.039) (5.753) (5.546)
phase_3 0.095 *** 0.091 *** 0.096 *** 0.093 *** 0.089 ***

(7.899) (8.268) (8.138) (7.901) (8.139)
holiday 0.313 *** 0.319 *** 0.310 *** 0.320 *** 0.321 ***

(18.086) (20.108) (18.257) (18.643) (20.415)
time_1 0.030 ** 0.021 * 0.027 ** 0.013 0.022 *

(2.265) (1.787) (2.118) (1.035) (1.873)
time_2 0.017 0.016 0.022 * 0.012 0.010

(1.230) (1.256) (1.666) (0.868) (0.835)
weather_2 -0.062 *** -0.059 *** -0.061 *** -0.061 *** -0.058 ***

(-6.100) (-6.304) (-6.105) (-6.129) (-6.305)
weather_3 -0.235 *** -0.237 *** -0.232 *** -0.241 *** -0.239 ***

(-14.632) (-16.108) (-14.711) (-15.357) (-16.386)
weather_4 0.146 *** 0.046 0.100 *** 0.098 *** 0.059 **

(4.830) (1.640) (3.338) (3.242) (2.127)
weather_5 -0.070 -0.091 -0.056 -0.151 -0.112

(-0.558) (-0.787) (-0.457) (-1.308) (-0.978)
di -0.001 0.000 -0.000 -0.001 0.000

(-0.620) (0.032) (-0.337) (-0.754) (0.104)
year_X Yes
切⽚ 9.261 *** 7.441 *** 8.238 *** 7.964 *** 8.036 ***

(30.122) (26.049) (26.770) (25.277) (27.896)
サンプル数 8,466 8,466 8,466 8,721 8,466
修正済み決定係数 0.695 0.744 0.706 0.721 0.748
F検定 495.9 614.5 508.5 564.2 600.1
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図表 13-2 ５章の推定結果(5)-(9)の追加部分（被説明変数：ln_attendance） 

 
注：推定方法は最小二乗法。括弧内の数値は t 値。***、**、 *印はそれぞれ 1%、5%、10%

水準で有意であることを示す。ベンチマーク変数の結果は図表 13-1 参照。 

 

 

 

  

(5) (6) (7) (8) (9)

④地域属性変数
terrestrial 0.160 *** 0.166 *** 0.162 *** 0.155 *** 0.171 ***

(3.762) (4.259) (3.892) (3.677) (4.425)
local 0.076 *** 0.101 *** 0.095 *** 0.101 *** 0.089 ***

(6.700) (9.779) (8.511) (8.977) (8.581)
bs 0.082 *** 0.063 *** 0.077 *** 0.074 *** 0.063 ***

(4.235) (3.557) (4.057) (3.852) (3.566)
cable -0.031 -0.034 -0.045 -0.056 -0.017

(-0.839) (-0.982) (-1.213) (-1.502) (-0.509)
net -0.104 -0.101 -0.081 -0.055 -0.129

(-0.353) (-0.374) (-0.280) (-0.186) (-0.481)
avg_access -0.002 *** 0.001 ** -0.001 *** -0.002 *** 0.001 ***

(-4.460) (2.507) (-2.720) (-5.182) (3.365)
交差項
league_2 × avg_access -0.002 *

(-1.861)
league_3 × avg_access -0.028 ***

(-13.991)
⑤地域評価変数
ht_contrib 0.018 *** 0.024 ***

(39.891) (37.270)
rolemodel 0.013 *** -0.007 ***

(17.440) (-5.913)
youth_impact 0.016 *** -0.007 ***

(17.236) (-5.141)
切⽚ 9.261 *** 9.205 *** 8.036 *** 9.261 *** 9.239 ***

(30.122) (29.679) (27.896) (30.122) (29.584)
サンプル数 8,466 8,945 8,466 8,466 8,466
修正済み決定係数 0.695 0.729 0.748 0.695 0.695
F検定 495.9 586.4 600.1 495.9 483.4
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図表 14-1 5 章の推定結果(10)-(14)のベンチマーク部分（被説明変数：ln_attendance） 

 

注：推定方法は最小二乗法。括弧内の数値は t 値。***、**、 *印はそれぞれ 1%、5%、10%

水準で有意であることを示す。 

(10) (11) (12) (13) (14)

①クラブ属性に関する変数
league_2 -0.656 *** -0.647 *** -0.660 *** -0.657 *** -0.650 ***

(-21.203) (-20.893) (-21.456) (-21.158) (-20.961)
league_3 -1.590 *** -1.576 *** -1.585 *** -1.590 *** -1.576 ***

(-43.198) (-42.717) (-43.344) (-43.193) (-42.914)
derby 0.141 *** 0.138 *** 0.136 *** 0.141 *** 0.135 ***

(3.061) (3.014) (2.973) (3.058) (2.953)
new_stadium 0.451 *** 0.400 *** 0.415 *** 0.450 *** 0.385 ***

(18.813) (14.726) (16.972) (18.780) (14.132)
dist_km -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 ***

(-3.894) (-3.682) (-4.133) (-3.872) (-4.005)
②チームに所属する選⼿に関する変数
MVP_H 0.240 *** 0.127 * 0.137 * 0.235 *** 0.082

(3.396) (1.679) (1.898) (3.287) (1.073)
top_scorer_H 0.296 *** 0.284 *** 0.282 *** 0.296 *** 0.275 ***

(8.374) (8.014) (8.001) (8.372) (7.783)
reps_H 0.022 0.023 0.024 0.023 0.021

(1.071) (1.096) (1.147) (1.118) (1.009)
ex_reps_H 0.060 *** 0.053 *** 0.057 *** 0.060 *** 0.055 ***

(8.286) (7.171) (7.903) (7.966) (7.278)
MVP_A -0.025 -0.023 -0.024 -0.025 -0.023

(-0.364) (-0.334) (-0.362) (-0.365) (-0.339)
top_scorer_A 0.053 0.055 0.054 0.054 0.055

(1.505) (1.549) (1.539) (1.509) (1.556)
reps_A 0.035 * 0.035 * 0.034 * 0.035 * 0.033 *

(1.727) (1.723) (1.685) (1.733) (1.668)
ex_reps_A 0.024 *** 0.025 *** 0.025 *** 0.024 *** 0.025 ***

(3.639) (3.713) (3.707) (3.639) (3.749)
③試合に関連するその他の変数
phase_2 0.074 *** 0.073 *** 0.071 *** 0.074 *** 0.071 ***

(3.273) (3.229) (3.141) (3.267) (3.135)
phase_3 0.092 *** 0.092 *** 0.091 *** 0.092 *** 0.091 ***

(4.198) (4.186) (4.145) (4.191) (4.156)
holiday 0.302 *** 0.301 *** 0.301 *** 0.303 *** 0.298 ***

(8.960) (8.957) (8.973) (8.970) (8.877)
time_1 0.008 0.008 0.010 0.009 0.009

(0.356) (0.334) (0.414) (0.363) (0.376)
time_2 -0.035 -0.031 -0.033 -0.036 -0.028

(-1.419) (-1.272) (-1.370) (-1.454) (-1.163)
weather_2 -0.068 *** -0.069 *** -0.067 *** -0.068 *** -0.067 ***

(-3.745) (-3.806) (-3.696) (-3.754) (-3.711)
weather_3 -0.305 *** -0.305 *** -0.303 *** -0.305 *** -0.302 ***

(-10.024) (-10.054) (-10.015) (-10.031) (-9.999)
weather_4 0.069 0.109 * 0.046 0.068 0.078

(1.104) (1.722) (0.737) (1.086) (1.223)
weather_5 -0.069 -0.067 -0.069 -0.068 -0.069

(-0.360) (-0.352) (-0.361) (-0.357) (-0.362)
di -0.004 * -0.004 -0.003 -0.004 * -0.003

(-1.660) (-1.635) (-1.440) (-1.671) (-1.409)
year_X Yes Yes Yes Yes Yes
切⽚ 9.233 *** 9.190 *** 9.119 *** 9.229 *** 9.110 ***

(26.803) (26.738) (26.621) (26.780) (26.611)
観測数 2,752 2,752 2,752 2,752 2,752
修正済み決定係数 0.757 0.758 0.760 0.756 0.760
F検定 286 278.7 281.9 276.7 265.5
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図表 14-2 5 章の推定結果(10)-(14)の追加部分（被説明変数：ln_attendance） 

 

注：推定方法は最小二乗法。括弧内の数値は t 値。***、**、 *印はそれぞれ 1%、5%、10%

水準で有意であることを示す。ベンチマーク変数の結果は図表 14-1 参照。 

 
 

(10) (11) (12) (13) (14)

④地域属性変数
terrestrial 0.131 0.128 0.142 0.129 0.142

(1.362) (1.342) (1.492) (1.350) (1.495)
local 0.161 *** 0.151 *** 0.156 *** 0.159 *** 0.154 ***

(7.641) (7.170) (7.489) (7.503) (7.281)
bs 0.097 ** 0.091 ** 0.094 ** 0.097 ** 0.091 **

(2.340) (2.205) (2.267) (2.327) (2.212)
cable 0.035 0.002 0.040 0.037 0.011

(0.115) (0.007) (0.131) (0.122) (0.037)
net 0.079 0.036 0.080 0.080 0.048

(0.258) (0.119) (0.264) (0.263) (0.156)
avg_access -0.002 *** -0.001 -0.002 * -0.002 *** -0.001

(-2.867) (-1.495) (-1.930) (-2.792) (-1.216)
⑥地域活動変数
health_act 0.000 *** 0.000 **

(3.962) (2.553)
regional_act 0.001 *** 0.001 ***

(6.258) (5.487)
social_act 0.000 -0.000

(0.463) (-1.140)
切⽚ 9.233 *** 9.190 *** 9.119 *** 9.229 *** 9.110 ***

(26.803) (26.738) (26.621) (26.780) (26.611)
観測数 2,752 2,752 2,752 2,752 2,752
修正済み決定係数 0.757 0.758 0.760 0.756 0.760
F検定 286 278.7 281.9 276.7 265.5


